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伊
豆
大
島
は
、
伊
豆
半
島
の
南
東
約
25

㎞
に
あ
る
南
北
12
㎞
東
西
8
㎞
の
伊
豆
諸

島
最
大
の
島
で
あ
る
。
伊
豆
大
島
の
陸
上

部
分
は
溶
岩
や
火
砕
岩
で
で
き
て
い
る
。

お
よ
そ
3
万
年
前
に
海
上
に
現
わ
れ
、
富

士
火
山
帯
に
属
し
富
士
山
の
よ
う
な
成
層

火
山
だ
っ
た
が
、
5
〜
7
世
紀
の
噴
火
で

山
頂
部
が
陥
没
し
、
直
径
3
〜
4.
5
㎞

の
カ
ル
デ
ラ
地
形
と
な
っ
た
。

標
高
7
6
4
m
の
三
原
山
は
1
7
7
7

〜
1
7
7
9
年
の
安
永
の
大
噴
火
の
際
、

カ
ル
デ
ラ
の
中
に
生
ま
れ
た
。

昔
か
ら
「
御
神
火
（
ご
じ
ん
か
）
様
」
と

し
て
崇
め
ら
れ
、『
日
本
書
紀
』
に
も
日
本

最
古
の
噴
火
記
録
が
あ
る
。
ハ
ワ
イ
・
キ

ラ
ウ
エ
ア
火
山
、
イ
タ
リ
ア
・
ス
ト
ロ
ン
ボ

リ
ー
火
山
と
共
に
世
界
三
大
流
動
性
火
山

の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
1
9
6
4
年
に
は
、
都
は
る
み

『
ア
ン
コ
椿
は
恋
の
花
』の
ヒ
ッ
ト
で
一
躍

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

1
9
8
6
年
に
は
、
5
0
0
年
振
り
の

大
噴
火
で
、
全
島
民
1
万
人
が
避
難
し
た

が
、
12
年
後
の
1
9
9
8
年
に
は
、
火
口

を
周
遊
で
き
る
「
お
鉢
め
ぐ
り
」
コ
ー
ス

も
で
き
、
現
在
は
多
く
の
観
光
客
で
賑

わ
っ
て
い
る
。

東京都
いずおおしま（みはらやま）

伊豆大島（三原山）

vol.10

アンコ椿で有名、東京都の火山島

1986年の大噴火の溶岩流の痕が写真でも見える（撮影：早稲田大学写真部）

伊豆大島
13㎞×9㎞の火山島で主に玄武岩からなる成層火山。頂上部にカルデラと中央火口丘三原山がある。噴火警戒レベル１
（平常）。10月30日現在
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事業の継続
̶̶慶應義塾大学大学院経営管理研究科教授　大林厚臣

・長田のケミカルシューズ産業

・（株）リケン

・（株）焼津冷凍

Active Woman file 10

根本美緒さん[気象予報士・アナウンサー]

Disaster Report
平成21年台風第18号
2009年9月サモア諸島沖地震に伴う津波災害
2009年スマトラ島沖地震

Disaster management NEWS ̶̶ 防災の動き
・第1回日中韓防災担当閣僚級会合を神戸で開催
・新潟県中越地震から5年

間違いだらけの防災対策 　第1回　地震の本当の怖さを知っていますか
̶̶東京大学生産技術研究所都市基盤安全工学国際研究センター長　目黒公郎

TOPICS
平成21年度総合防災訓練

内閣府「震度6強体験シミュレーション」

過去の災害に学ぶ 25
1858年4月9日飛越地震　その2
̶̶NPO法人防災情報機構会長　伊藤和明

やってみよう！家具固定　第1回　地震防災対策「総論」
̶̶全日本地震防災推進協議会会長　岩瀧幸則

防災Q&A
災害ボランティア活動をしたいのですが、何に気をつけたらいいでしょうか？
̶̶NPO法人日本ファーストエイドソサェティ代表理事　岡野谷純

防災リーダーの素顔　第4回　たかしま災害支援ボランティアネットワーク「なまず」代表　太田直子

日本の知恵を世界に　第4回　洪水ハザードマップ
̶ （̶独）土木研究所水災害リスクマネジメント国際センター水文チーム研究員　猪俣広典

記者の眼　日本テレビ報道局社会部　中濱弘道

第24回防災ポスターコンクール　受賞者の声　中村有里さん　　

スケジュール　防災ちょっとクイズ



阪神・淡路大震災の被害
❶写真提供：阪神大震災を記録しつづける会、
　撮影：柴田通仁
❷写真提供：阪神大震災を記録しつづける会、
　撮影：Frank Carter
❸写真提供：メック・ラボ、撮影：矢内秀和
❹写真提供：阪神大震災を記録しつづける会、
　撮影：森野友実子

災害は、一瞬にして建物などを破壊し、

人々に大きな被害をもたらす。自然災害か

ら自分の命や生活を守り、被災後、速や

かに自分の生活や従来の社会を取り戻す

ためにはどんな準備が必要となるか。

現在、事業継続の取組が企業で始

まっている。災害が起こったときに事業を

継続するには、どのようなことに留意する

必要があるか。

今回はこれを慶應義塾大学の大林厚

臣教授とともに探る。

事
業
の
継
続

事
業
の
継
続
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❷
❸

❹

❶

❷

❸

❹



事
業
を
続
け
る
と

い
う
こ
と

平
成
7
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
未

曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
膨
大
な
数

の
市
民
が
命
を
失
い
、
負
傷
し
、
家
な
ど

の
財
産
を
失
っ
た
。
ま
た
企
業
も
、
神
戸

製
鋼
、
川
崎
製
鉄
、
ダ
ン
ロ
ッ
プ
な
ど
の
工

場
が
破
壊
さ
れ
る
と
と
も
に
、
他
の
多
く

の
企
業
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
大
き
な
影
響

を
受
け
た
。
そ
し
て
た
く
さ
ん
の
人
々
が

仕
事
を
失
っ
た
。

企
業
が
業
務
を
停
止
す
る
こ
と
は
、
企

業
自
体
に
と
っ
て
も
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
企
業

で
働
く
労
働
者
に
と
っ
て
ま
さ
に
死
活
問

題
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
企
業
と

取
引
が
あ
る
企
業
や
関
係
者
に
と
っ
て
も

非
常
に
大
き
な
影
響
が
及
ぼ
さ
れ
る
。
事

業
の
継
続
は
、
単
に
一
企
業
の
問
題
で
は

な
く
、
そ
の
地
域
・
取
引
先
を
含
め
た
社

会
全
体
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
多
く
の
企
業
が

事
業
の
廃
止
に
追
い
込
ま
れ
る
状
況
の

中
、
見
事
復
興
を
果
た
し
た
業
種
が
あ
る
。

「
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
産
業
」（
後
述
）で
あ
る
。

ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
と
は
合
成
皮
革
の
靴
の

こ
と
で
、
神
戸
市
長
田
地
区
を
中
心
と
し

て
小
さ
な
町
工
場
の
分
業
で
成
り
立
っ
て

き
た
こ
の
産
業
は
、
地
震
で
町
工
場
の
8

割
以
上
が
被
害
を
受
け
た
が
、
メ
ー
カ
ー

同
士
の
強
い
協
力
関
係
に
よ
り
、
い
ち
早

く
事
業
を
再
開
し
た
の
だ
。

被
災
企
業
の
明
暗

被
災
し
た
企
業
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
な

復
旧
・
復
興
を
と
げ
る
か
、
ま
さ
に
企
業

の
存
立
自
体
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
が
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
の
災
害
で
も
、

明
暗
が
分
か
れ
た
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
9
年
後
、
新
潟

県
中
越
地
震
で
は
、
電
子
部
品
会
社
が
数

百
億
円
の
地
震
の
損
害
で
業
務
を
停
止
、

数
千
人
が
仕
事
を
失
っ
た
。

一
方
、
被
災
し
た
あ
る
日
本
酒
の
醸
造

元
は
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
支
援
・
支
持

を
受
け
て
復
興
し
た
。
ま
た
、
そ
の
3
年

後
に
発
生
し
た
同
じ
新
潟
の
中
越
沖
地
震

で
は
、
地
震
の
規
模
は
同
程
度
で
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
の
教
訓
が
各
企

業
で
生
か
さ
れ
、
被
害
は
比
較
的
小
さ
な

も
の
に
と
ど
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
特

に
自
動
車
の
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
最
大
手
の

　　
リ
ケ
ン
（
後
述
）
は
、
工
場
が
大
き
く

損
壊
し
た
た
め
、
取
引
関
係
の
あ
る
各
自

動
車
メ
ー
カ
ー
へ
の
供
給
が
一
時
ス
ト
ッ

プ
し
た
が
、
各
メ
ー
カ
ー
が
リ
ケ
ン
に
人

員
を
送
っ
て
復
旧
活
動
を
行
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
早
期
の
復
興
が
可
能
と
な
っ
た
。

阪神・淡路大震災による社屋の被災状況

992社

全壊
21.5％

半壊
17.6％

一部損壊
44.7％

被害なし
16.2％

阪神・淡路大震災前後の兵庫県の廃業率

 1991 ～ 1992 1993 ～ 1994 1995 ～ 1996 1997 ～ 1998 1999 ～ 2000 2001 ～ 2002

（％）
7.0
6.5
6.0
5.5
5.0
4.5
4.0
3.5
3.0

出典：佐竹隆幸「中小企業・地場産業の活性化」復興10年総括検証・提言データベース、兵庫県

出典：「産業復興計画」産業復興会議、平成7年6月

出典：「阪神大震災に関する被害及び今後の
神戸経済に関する調査結果」神戸商工会議所、
平成11年8月

阪神・淡路大震災の被災地区産業の損害

ストック（工場・ビル・商店街などの損壊）

 建物 1 兆 4200 億円

 設備 5600 億円

 工場在庫・原材料 3000 億円

 店舗等の在庫・原材料 2600 億円

フロー（営業停止や稼働率の低下など）

 工場の機会損失 9400 億円

 商業の機会損失 1 兆 6600 億円

総　計  5 兆 1400 億円

全国
兵庫県

（平成 7）

（株）



事
業
継
続
計
画（
B
C
P
）

現
在
、
災
害
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で

の
危
機
管
理
の
必
要
性
が
唱
え
ら
れ
て
お

り
、
多
く
の
企
業
で
、「
事
業
継
続
計
画
」

（
B
C
P
）
の
策
定
・
検
討
が
さ
れ
始
め
て

い
る
。
こ
れ
は
、
災
害
時
な
ど
に
事
業
を

継
続
す
る
た
め
の
計
画
を
事
前
に
用
意
し

て
お
く
も
の
で
、
す
で
に
そ
の
た
め
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
規
模
や
分
野
別
に
策
定
・

公
表
さ
れ
て
い
る
。

平
成
7
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時

点
で
は
、
B
C
P
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
が
、
平
成
13
年
の
9.
11
テ

ロ
の
と
き
に
米
国
の
企
業
が
大
打
撃
を
受

け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
テ
ロ
対
策
、

安
全
管
理
と
と
も
に
広
ま
っ
て
き
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
企
業
で
の
策
定
の
割

合
は
決
し
て
高
く
は
な
く
、
大
企
業
で
も
、

平
成
20
年
1
月
現
在
で
、
わ
ず
か
18.
9
％

の
企
業
で
策
定
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

（
内
閣
府
）。

中
越
地
震
の
際
、
新
潟
の
電
子
部
品
会

社
（
前
述
）
で
は
、
思
っ
た
よ
り
迅
速
な

対
応
の
た
め
、
わ
ず
か
1
カ
月
強
で
復
旧

を
達
成
し
た
が
、
そ
の
間
に
離
れ
た
取
引

先
は
戻
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
仮
に
事
前
に

B
C
P
を
策
定
し
て
い
れ
ば
、
復
旧
計
画

を
顧
客
に
示
し
、
顧
客
の
生
産
計
画
に
反

映
す
る
こ
と
が
で
き
た
可
能
性
も
あ
る
。

以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た

「
事
業
継
続
計
画
」「
B
C
P
」と
い
う
と
、

わ
か
り
に
く
く
、
面
倒
な
も
の
の
よ
う
に

考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
し
か
し
歴
史

の
あ
る
企
業
で
は
、
こ
れ
ま
で
す
で
に
同

じ
趣
旨
の
対
応
を
自
主
的
に
行
っ
て
き
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、「
顧
客
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
こ
と
。
当

た
り
前
の
よ
う
だ
が
、
社
訓
な
ど
で
、「
お

客
の
た
め
に
」
を
第
一
に
掲
げ
、「
お
客
に

迷
惑
を
か
け
な
い
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら

準
備
す
る
」
精
神
が
企
業
を
支
え
て
き
た
。

小
さ
な
商
店
で
も
大
企
業
で
も
、
災
害

や
事
故
、
材
料
や
原
料
の
仕
入
元
な
ど
の

ト
ラ
ブ
ル
で
商
品
や
生
産
物
や
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
供
給
で
き
な
く
な
る
危
険
性
は
常

に
あ
る
。
そ
の
中
で
、
あ
ら
か
じ
め
仕
入

元
を
分
散
す
る
、
災
害
時
の
施
設
の
復
旧

対
策
を
講
じ
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
対
策
を

立
て
て
対
応
し
て
き
た
企
業
が
、
顧
客
の

信
頼
を
得
て
生
き
残
っ
て
き
た
と
い
え

る
。
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
が
、
現
在
で
い
う

B
C
P
の
考
え
に
近
い
も
の
な
の
で
あ

る
。

出典：「企業の事業継続及び防災の取組に関する実態調査」平成20年1月、内閣府

複数回答、n ＝ 123、対象：BCPを策定する予定はない大企業

出典：「企業の事業継続及び防災の取組に関する実態調査」平成20年1月、内閣府調査から一部改変（上位5位まで）

BCPの策定状況

BCP策定が困難な理由

 0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

策定済み

策定中

策定予定あり

策定予定なし

BCPを知らない

無回答

大企業

中堅企業

策定する人手を確保できない

策定に必要なノウハウ・スキルがない

法令、規制等の要請がない

策定の効果が期待できない

策定の費用が確保できない

1.3

18.9 16.4   29.1 12.7 22.7 0.3

12.4

3.4 

12.8 8.8 61.2

54.0％

44.2％

25.8％

23.8％

17.6％

 0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

中越沖地震によりJR柏崎駅で倒れた電車
（撮影：吉嶺充俊）



戸市では、長田区などを中心として、震災前からケ

ミカルシューズ産業が発展していた。「ケミカルシュー

ズ」とは、合成皮革による靴のことである。この地域では、

明治42年の神戸ダンロップゴムの設立を機にゴム生産が始

まり、大正時代にはゴム履物業が発達、さらに昭和27年に

は塩化ビニール製のケミカルシューズが誕生し、この地域

に多くの生産者が集まることになった。最盛期には長田区・

須磨区で働く人々の3分の1から2分の1がこの産業に従事

し、関連会社は最盛期には1600社に及んでいたといわれる。

そして、平成7年の阪神・淡路大震災は、ケミカルシュー

ズ産業に壊滅的な打撃を与えた。日本ケミカルシューズ工

業組合加盟192社のうち158社、関連会社の約80％の工

場が全半壊・全半焼し、被害は総額3000億円となり再起

はきわめて困難と思われた。

しかし、経営者・社員らが一丸となっての努力により、

まず仮設工場を建設、1カ月後には多くが製造を再開した。

さらに、「ケミカルシューズ産業復興研究会」が設立され、

平成12年には「シューズプラザ」の建設、さらに東京での

アピールのため「神戸ブランドプラザ」が表

参道に建設されるなど、「くつのまち：ながた」

としての復興・活性化の取組が進められた。

このような驚異的な復興活動によって、1

年後には震災以前の50％近く、5年後には

70％の生産量を回復することになった。こ

の復興は、もともと地域のメーカー同士が組

合（日本ケミカルシューズ工業組合）を結成

し、強い協力関係が築かれていたうえに、被

災後はどう生き延びるか、必死で助け合った

ことが実を結んだ。

この業種は近年、景気衰退と海外企業の進

出により厳しい状況に直面している。しかし、

震災当時は多くの企業が工場を閉鎖・廃業す

るという状況の中で、ケミカルシューズ産業は見事に再生

した。このように、同じ業種の企業が結束して助け合い復

興するという地道

な活動が事業継続

にはまず欠かせな

い。現在、周辺の

道路は広がり、緊

急連絡網など、少

しずつ災害に備え

る取組が広がって

いる。

長田のケミカルシューズ産業

未曾有の阪神・淡路大震災
町工場はがんばった

神

阪神・淡路大震災により焼け落ちた長田地区商店街のアーケード
（写真提供：阪神大震災を記録しつづける会、撮影：桜井義信）

ケミカルシューズ関連のゴム会社のビル倒壊
（写真提供：メック・ラボ、撮影：矢内秀和）

ケミカルシューズ企業がたくさん入ったシューズタウンビル

神戸市長田区のシューズプラザ



転
ば
ぬ
先
の
B
C
P

B
C
P
は
ど
の
業
種
で
も
必
要
な
も
の

で
あ
る
。
な
か
で
も
特
に
必
要
な
の
は
、

暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
電
力
、
ガ
ス
や
、
通

信
、
鉄
道
、
高
速
道
路
、
空
港
な
ど
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
産
業
、
経
済
を
支
え
る
金
融
、
国

民
の
生
命
を
支
え
る
医
療
機
関
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
支
え
る
建
設
業
な
ど
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
分
野
の
企
業
で
は
、

そ
の
対
策
に
大
き
な
資
金
を
投
入
し
て
い

る
。も

っ
と
も
、
B
C
P
の
「
策
定
の
し
や
す

さ
」
に
は
、
業
種
に
よ
り
大
き
な
違
い
が

あ
る
。

金
融
業
や
I
T
産
業
な
ど
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
内
の
バ
ー
チ
ャ
ル
な
部
分
が
多
い
事
業

は
、
サ
ブ
デ
ー
タ
を
別
の
場
所
で
管
理
す

る
こ
と
で
対
処
が
相
当
程
度
可
能
で
あ

る
。
一
方
、
一
般
の
製
造
業
は
、
製
造
ラ

イ
ン
や
職
人
の
技
術
な
ど
、
簡
単
に
は
代

替
が
き
か
な
い
も
の
が
数
多
く
あ
り
、
特

に
中
小
企
業
に
は
大
き
な
負
担
と
な
る
。

ま
た
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
一
環
で
関

連
会
社
と
の
関
係
も
ふ
ま
え
た
B
C
P
策

定
が
必
要
と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

た
だ
、
多
少
の
差
は
あ
る
と
し
て
も
、

「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」
で
あ
る
B
C
P
が
い
ず

れ
の
組
織
で
も
必
要
な
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
。
現
在
、
多
く
の
企
業
や
組
織
が
、

B
C
P
を
策
定
し
始
め
て
い
る
が
、
大
企

業
で
な
く
と
も
、
例
え
ば
東
海
地
震
の
危

険
が
唱
え
ら
れ
る
静
岡
県
の
（株）
焼
津
冷
凍

（
後
述
）
の
よ
う
に
、
B
C
P
を
策
定
し
、

災
害
対
策
を
行
っ
て
い
る
企
業
も
増
え
て

き
て
い
る
。

前
述
の
内
閣
府
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

B
C
P
を
す
で
に
策
定
済
み
、
策
定
中
お

よ
び
策
定
予
定
あ
り
と
し
た
企
業
の
割
合

は
、
大
企
業
で
は
64
.
4
％
、
中
堅
企
業

で
は
28
.
6
％
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
防
災
計
画
と
B
C
P
に
は
、
重

な
る
部
分
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
防
災

計
画
が
、あ
る
建
物
や
場
所
、そ
の
中
の
人
々

を
守
る
の
に
対
し
て
、
B
C
P
は
特
定
の

建
物
や
場
所
だ
け
で
な
く
、
発
災
後
、
ど

の
よ
う
に
事
業
全
体
を
復
旧
・
継
続
す
る

か
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
取
引
先
や
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
広
い
視
野
の

取
組
で
あ
る
。

予
防
は
対
応
に
勝
る
け
れ
ど
も
、
す
べ

て
の
事
故
や
災
害
を
予
防
で
き
る
わ
け
で

は
な
い
。
被
害
の
ま
さ
に
そ
の
時
に
、
何

を
す
る
か
が
、
企
業
や
社
会
が
す
ば
や
く

立
ち
直
れ
る
か
、
あ
る
い
は
長
く
低
迷
し
て

し
ま
う
か
を
分
け
る
、
決
定
的
な
行
動
に

な
る
。
B
C
P
は
そ
の
備
え
で
あ
る
。

BCPの概念図

操
業
度
（
製
品
供
給
量
な
ど
）

100％

0％

災害発生

被災前 被災後

時間軸

許容限界

BCP実践後の復旧曲線 BCP実践前の復旧曲線

現状の
回復時期

復旧

目標目標

阪神・淡路大震災で倒壊したビルと街路（写真提供：メック・ラボ、撮影：矢内秀和） 焼津冷凍のBCPを導入した防災訓練の文書

許容限界



成19年7月16日、新潟県中越沖地震（最大震度6

強）は、中越地方に大きな被害を与えた。

株式会社リケンは、東京都を本社とする自動車部品、産

業用機械部品の製造を主とするピストンリングの最大手で

あるが、この地震で、同社では柏崎工場の生産設備が被災し、

ピストンリングの生産が停止した。

ピストンリングは自動車のエンジンに不可欠な部品で、

リケンの国内シェアは

5割を占め、各メーカー

に供給していたことか

ら、国内の自動車メー

カー全社が一時生産を

中止した。リケンの操

業中止が、多大な影響

を及ぼしたのである。

リケンは、平成16

年の新潟県中越地震で

も被災し、建物の耐震

診断に基づき耐震補強工事や事業継続計画（BCP）策定を進

めているところだったが、中越沖地震では、従業員など約

40名が負傷、協力会社では火災で1名が死亡、柏崎の2つ

の工場も被災した。

このような事態に際し、リケンはどのように事業を継続

したのか。リケンは、発災の1週間後には操業を開始したが、

これはリケンの従業員だけではなく、各取引先自動車メー

カーの社員の支援を得ることができたことによる。これに

より早急の復旧がなされ、被災後2週間後には生産ライン

がすべて復旧した。

取引先メーカーの協力による復旧が進んだカギは、日常

の工程改革や現場改善の手法が有事の際にも応用できたこ

と、生産ラインのトラブルに取引先と協力して対応する方

法が決まっており、スムーズに対応できたことだった。

多いときは1日800人集まった各自動車メーカーの支援

部隊には、技術者だけでなく、被災経験のある総務担当者

もいた。また、彼らはリケンの対策本部とともに、取引の

ない会社の復旧にも尽力し、一般被災者の避難所で支援物

資の配布も行った。リケンも地域の病院に応援を派遣し、

人々に風呂を提供するなど、地域ぐるみの復興を行ったが、

これは、生産の復旧は企業や工場だけではなく、地域と共

同しないと実現しないという考えがあったからである。

リケンはその後、携帯メールによる安否確認システムの

導入、耐震補強工事や工程改革、早期復旧や供給継続体勢

づくりなど、BCPの策定に一層力を入れている。

リケン

新潟県中越沖地震被災後
取引メーカーなどの協力でいち早く復興を果たす

平

ピストンリング

地震で破壊された工場の中

中越沖地震で破壊された柏崎神社（撮影：吉嶺充俊）



海地震は、今後30年以内の発生がほぼ確実視され

ている。

静岡県藤枝市の株式会社焼津冷凍は、マグロとカツオ、

茶葉や冷凍食品をマイナス60度と30度で冷凍保存する冷

凍倉庫業を業務としているが、地震を想定した事業継続計

画（BCP）を策定し、「元気・平気・笑顔プロジェクト」と名

づけて取組んでいる。

きっかけは6年前の派遣社員の死亡事故だった。そのた

め力を入れた社員の安全対策が会社の安全対策につながり、

BCPに取組むことになった。また、マグロなど水産業界が

衰退し売り上げが減少するなか、顧客に必要とされ、信頼

されるという企業理念で、企業価値を高めて、売り上げを

アップするためにも、BCPが必要だと考えた。

BCPを導入

した最初の防

災訓練は、早

朝5時に地震

が発生したと

い う 想 定 で

行っていた。

今年の8月11

日に、駿河湾

沖を震源とする地震が発生したが、まさに訓練で想定した

ケースとほぼ同じだった。地震の発生を聞き、社長と幹部

が5時半には出社、早々と7時前には状況確認、7時半に

は社員の安否確認が完了した。この地震でBCPの必要性を

社員一同実感したという。

8月には2回目

のBCPによる防

災訓練を実施。マ

イナス60度の冷

凍庫の中からの人

命救助、フロンガ

スを想定した酸欠

状態の酸素マスク

使用と心肺蘇生、

AEDの訓練。冷凍業には電気と水が欠かせないが、水の確

保対策のため、川を堰き止めてポンプで水を送る訓練など

を行った。

一般的にBCPでは、業務の目標復旧時間が重要なのだが、

焼津冷凍のBCP では、目標復旧時間を電力会社による電力

復旧の想定に合わせて、1 週間としている。また、マグロ

だけで数十億の商品を預かっている同社だけに、取引先が

つぶれたら立ち行かないため、地域や取引先とともに、

BCPを推進しようとしている。

焼津冷凍は中小企業で、耐震対策などコストの負担も大

変だが、それを売り上げ向上のための投資として考え、企

業経営戦略の一つとして実践している。これこそ、これか

らの企業のあるべき姿勢といえるだろう。さらに、取引先

や地域も一緒に BCP を推進するという視点も、欠かせない

ものといえる。

焼津冷凍

東海地震の脅威に
備える中小企業

東

対策本部の連絡作業

メールによる安否確認と連絡など

上：マイナス60度の冷凍室から
の救出訓練
左：冷凍室の冷凍マグロ

消防署の協力による訓練
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社
会
的
責
任
と
し
て
の

B
C
P

B
C
P
は
環
境
問
題
に
似
て
い
る
と
も

い
え
る
。
今
か
ら
約
10
年
前
、
多
く
の
企

業
は
そ
の
コ
ス
ト
か
ら
環
境
問
題
に
対
し
て

消
極
的
だ
っ
た
が
、
社
会
全
体
が
地
球
温

暖
化
防
止
に
目
を
向
け
、「
エ
コ
」
の
方
向

性
が
社
会
全
体
に
認
知
さ
れ
て
く
る
と
、

む
し
ろ
環
境
に
対
応
し
た
姿
勢
を
示
さ
な

け
れ
ば
支
持
さ
れ
な
い
と
い
う
状
況
に

な
っ
て
き
た
。
い
わ
ば
、
環
境
問
題
へ
の

適
切
な
対
応
が
企
業
の
「
社
会
的
責
任
」

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
B
C
P
も
同
様
で
あ
る
。「
こ
の

会
社
の
事
業
が
継
続
す
る
こ
と
で
、
救
わ

れ
る
人
が
こ
の
地
域
、
社
会
に
こ
れ
だ
け

い
る
」
と
い
う
認
識
を
そ
の
企
業
自
ら
が

持
ち
、
社
会
的
影
響
と
社
会
的
責
任
を
自

覚
し
て
B
C
P
を
し
っ
か
り
準
備
す
る
こ

と
、
そ
れ
が
ま
さ
に
社
会
的
責
任
と
し
て

認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

さ
ら
に
私
た
ち
市
民
の
側
も
、
B
C
P
を

策
定
し
て
い
る
企
業
を
高
く
評
価
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
市
民
や
社

会
か
ら
、Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
て
い
る
企
業
の

姿
勢
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
、
企
業
の
意

識
が
変
わ
り
、
よ
り
安
全
な
社
会
の
実
現

に
大
き
く
進
ん
で
行
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
だ
ろ
う
。

日
ご
ろ
か
ら
考
え
、

取
組
む

防
災
に
つ
い
て
い
わ
れ
る
こ
と
に
、「
想

像
力
」
が
あ
る
。
仮
に
、「
い
ま
災
害
が
起

こ
っ
た
ら
」
ど
う
す
る
か
を
、
日
頃
か
ら

想
像
し
準
備
す
る
こ
と
が
、
個
人
が
災
害

か
ら
身
を
守
る
意
味
で
き
わ
め
て
重
要
と

い
う
こ
と
だ
。
し
か
し
こ
れ
は
個
人
だ
け

に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
企
業
や
仕
事

に
も
当
て
は
ま
る
。
被
災
の
際
の
事
業
の

継
続
、
顧
客
企
業
と
の
関
係
や
、
従
業
員

の
安
全
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
、
予
め
想

像
力
を
働
か
せ
準
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
B
C
P
を
作
れ
ば
そ
れ
で

事
足
る
の
で
は
な
い
。
災
害
に
際
し
て
、

そ
の
B
C
P
が
ど
う
機
能
す
る
か
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
訓
練
を
し
て
お
く

こ
と
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
際
に
は
、
個
別
企

業
の
利
益
追
求
か
ら
、
顧
客
や
地
域
、
関

わ
る
人
々
へ
の
責
任
を
果
た
す
と
い
う
価

値
観
の
転
換
で
の
ぞ
む
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
。最

後
に
、
大
林
教
授
に
、
今
後
に
つ
い

て
聞
い
た
。

大
林
教
授
　
B
C
P
は
い
き
な
り
完
全
な

も
の
が
作
れ
る
の
で
は
な
く
、
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
の
よ
う
に
、
一
歩
ず
つ

高
め
て
い
く
活
動
で
す
。
日
本
企
業
は
む

し
ろ
得
意
な
タ
イ
プ
の
活
動
だ
と
思
い
ま

す
。
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
強
さ
を
、
競
争
力
と

し
て
も
ア
ピ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

内閣府「企業防災のページ」http://www.bousai.go.jp/kigyoubousai/index.html

イラスト：吉田静佳



10天気を体で感じて、伝える
予報士としての私の仕事です

気象予報士・アナウンサー

根本美緒さん

毎
朝
の
情
報
番
組
で
、
天
気
予
報
を
担
当
す
る
根
本
美
緒
さ
ん

明
る
い
笑
顔
で
今
日
傘
が
必
要
か
、

何
を
着
た
ら
い
い
か
な
ど
生
活
に
密
着
し
た
情
報
を
伝
え
ま
す
。

学
生
時
代
は
フ
ォ
ー
ク
デ
ュ
オ
で
活
躍
し
、
ア
ニ
メ
の
歌
も
歌
っ
て
い
ま
し
た

そ
し
て
、
環
境
問
題
を
伝
え
た
い
と
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
。

中
越
沖
地
震
で
は
、
環
境
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
を
訪
れ
ま
し
た
。

ねもと・みお●気象予報士、フリーア
ナウンサー。慶應義塾大学経済学部を
卒業、平成13年東北放送に入社後、
気象予報士試験に合格。平成16年退
社後、『みのもんたの朝ズバ！』でお
天気コーナーをはじめ、テレビやラジ
オで活躍中。環境省の3R推進マイス
ター（容器包装廃棄物排出抑制推進委
員）も務める。大学時代には女性デュ
オsus4として、アニメや映画の主題
歌などを歌っていた。

撮影：浅田悠樹



本
さ
ん
は
、
大
学
の
と
き
に
環
境

経
済
を
専
攻
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
リ
サ
イ
ク
ル
、デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
度
を
研
究
。

そ
し
て
環
境
問
題
を
伝
え
た
い
と
テ
レ
ビ

局
に
入
り
、
天
気
予
報
を
担
当
し
た
。

「
で
も
、
あ
る
と
き
上
司
に
『
低
気
圧
っ

て
何
だ
。
説
明
し
て
み
ろ
』
と
い
わ
れ
、

そ
う
い
え
ば
、
何
だ
ろ
う
と
」（
笑
）

そ
こ
で
気
象
予
報
士
試
験
を
受
験
・
合

格
。
や
が
て
、
朝
の
看
板
番
組
で
天
気
予

報
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
る
。
平
日
、
毎

朝
5
時
半
か
ら
8
時
半
の
番
組
で
5
年

間
、
屋
外
か
ら
伝
え
て
い
る
。

「
夏
は
蚊
の
標
的
で
、
足
は
何
カ
所
も

腫
れ
ま
す
し
、
冬
は
凍
え
ま
す
。
で
も
、

外
の
感
覚
が
大
事
。
そ
の
と
き
の
天
候
で

感
じ
た
こ
と
か
ら
自
分
の
言
葉
を
探
し
ま

す
。
お
母
さ
ん
が
子
ど
も
に
何
を
着
せ
た

ら
い
い
か
、
今
日
は
外
に
洗
濯
物
を
干
せ

る
の
か
な
ど
、
迷
っ
た
と
き
に
役
立
つ
よ

う
な
情
報
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
、
心
が

け
て
い
ま
す
」

そ
し
て
「
そ
の
天
気
予
報
を
だ
れ
が
ど

う
受
け
止
め
る
か
、
と
想
像
し
な
が
ら
仕

事
に
当
た
る
こ
と
が
大
切
」
だ
と
い
う
。

今
年
の
「
好
き
な
お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
、

気
象
予
報
士
ラ
ン
キ
ン
グ
」（
オ
リ
コ
ン
社
）

で
は
堂
々
の
第
一
位
だ
。

毎
朝
の
華
や
か
な
場
面
が
目
立
つ
が
、

地
道
な
活
動
も
少
な
く
な
い
。
か
つ
て
は
、

環
境
問
題
の
絵
本
の
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
や
っ
て
い
た
。

「
子
ど
も
た
ち
に
環
境
の
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
相
当
関

心
を
持
っ
て
く
れ
ま
し
た
ね
」

仙
台
の
テ
レ
ビ
局
に
い
た
平

成
15
年
、
宮
城
県
沖
を
震
源
と

す
る
地
震
に
遭
遇
。

「
紅
茶
を
入
れ
て
い
た
ら
、

ポ
ッ
ト
か
ら
水
が
飛
び
出
し
た

り
、
テ
レ
ビ
が
倒
れ
た
り
し
て

部
屋
は
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
に
」

そ
の
経
験
が
平
成
19
年
の
中

越
沖
地
震
の
際
、
つ
な

が
っ
た
。
子
ど
も
た
ち

が
後
遺
症
で
外
に
出
ら

れ
な
い
と
聞
き
、
読
み

聞
か
せ
に
行
っ
た
。「
1

カ
月
も
出
ら
れ
な
い
子

ど
も
が
い
る
と
知
り
、

い
て
も
た
っ
て
も
い
ら

れ
な
く
な
っ
た
」
と
い

う
。根

本
さ
ん
は
「
環
境
、

気
象
と
防
災
は
つ
な

が
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

「
例
え
ば
、
最
近
起
こ

る
土
砂
災
害
。
林
業
が

衰
退
し
後
継
者
が
い
な

い
た
め
、
森
林
と
土
が

荒
れ
て
災
害
が
起
こ
り

ま
す
。
な
ん
と
か
し
た
い
と
本
気
で
思
い

ま
す
」

そ
し
て
、
防
災
も
気
象
も
迅
速
な
「
情

報
」
が
大
事
だ
と
強
調
す
る
。

「
い
ま
は
携
帯
サ
イ
ト
で
も
情
報
が
入

る
。
私
も
、
地
震
の
情
報
は
メ
ー
ル
で
自
分

の
携
帯
に
入
る
よ
う
に
設
定
し
て
い
ま

す
。
で
も
、
災
害
の
た
め
の
備
品
は
備
え

て
い
な
い
と
か
、
し
ば
ら
く
す
る
と
意
識

が
薄
く
な
り
ま
す
。
防
災
マ
ッ
プ
な
ど
の
情

報
を
集
め
て
、
家
族
で
事
前
に
『
い
ざ
と

何よりもまず迅速な情報が
天気でも防災でも大事です

い
う
と
き
は
ど
う
い
う
行
動
を
と
る
か
』

と
か
話
し
合
う
と
か
が
大
切
で
す
よ
ね
」

そ
し
て
、
も
う
一
つ
思
う
こ
と
が
あ
る
。

「
地
震
で
下
敷
き
に
な
っ
た
お
ば
あ
さ

ん
に
、
子
ど
も
が
『
赤
と
ん
ぼ
』
を
歌
っ
て

あ
げ
て
救
助
を
待
ち
、
助
か
っ
た
と
い
う

話
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
感
性
に
訴
え
る

こ
と
で
何
か
で
き
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

爽
や
か
な
雰
囲
気
と
確
固
と
し
た
防
災

知
識
と
意
識
。
今
後
も
ま
す
ま
す
活
躍
の

幅
が
広
が
っ
て
い
く
気
が
し
た
。

根

テレビで天気予報をする根本美緒さん（写真提供：（株）三桂）



暴
風
の
状
況

9
月
29
日
に
発
生
し
た
台
風
第
18
号

は
、
10
月
6
日
に
は
非
常
に
強
い
勢
力
で

南
大
東
島
の
南
へ
進
み
ま
し
た
。
そ
の
後

は
四
国
の
南
海
上
を
北
東
に
進
み
、
8
日

5
時
過
ぎ
に
強
い
勢
力
を
維
持
し
た
ま
ま

愛
知
県
知
多
半
島
付
近
に
上
陸
し
、
東
海

地
方
、
関
東
甲
信
地
方
、
東
北
地
方
を
縦

断
、
9
日
に
は
暴
風
域
を
保
っ
た
ま
ま
北

海
道
の
南
を
北
東
へ
進
み
ま
し
た
。

こ
の
台
風
は
、
沖
縄
県
南
大
東
村
で
は
最

大
風
速
39
・
1
m
、
最
大
瞬
間
風
速
58
・
9
ｍ
、

北
海
道
え
り
も
岬
で
最
大
風
速
36
・
0
m
、

最
大
瞬
間
風
速
47
・
2
m
、
愛
知
県
常
滑

市
セ
ン
ト
レ
ア
で
は
最
大
風
速
32
・
7
m
、

最
大
瞬
間
風
速
44
・
2
m
と
猛
烈
な
暴
風
を

記
録
し
ま
し
た
。
ま
た
、
8
日
に
茨
城
県

の
土
浦
市
、
龍
ヶ
崎
市
、
千
葉
県
の
山
武

郡
九
十
九
里
町
か
ら
山
武
市
に
か
け
て
突

風
が
発
生
し
ま
し
た
。

主
な
人
的
被
害
と
住
家
被
害

の
状
況

こ
の
災
害
に
よ
り
死
者
5
人
、
負
傷
者

1
3
6
人
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま

た
、
住
家
に
つ
い
て
は
愛
知
県
で
約

1
2
0
0
棟
が
床
上
・
床
下
浸
水
す
る
な
ど
、

35
都
道
府
県
で
全
半
壊
や
一
部
損
壊
、
床

上
・
床
下
浸
水
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
被
害
の
状
況

電
力
で
は
、
中
部
・
関
西
地
方
を
中
心

に
延
べ
94
万
8
0
0
0
戸
が
停
電
し
、
水

道
で
は
、
愛
知
県
、
栃
木
県
な
ど
で
約

2
2
0
0
戸
が
断
水
し
ま
し
た
が
、
い
ず

れ
も
復
旧
し
ま
し
た
。

道
路
で
は
、
高
速
道
路
、
国
道
、
県
道

で
全
面
通
行
止
め
に
な
っ
た
区
間
が
、
最

大
時
の
合
計
で
84
区
間
あ
り
ま
し
た
。
鉄

道
で
は
、
運
転
中
止
と
な
っ
た
区
間
が

1
8
4
区
間
あ
り
ま
し
た
。

農
林
水
産
関
係
で
は
、
農
作
物
の
倒
伏
、

折
損
な
ど
が
約
3
万
2
0
0
0
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
の
損
壊
・
破
損

が
1
万
棟
超
、
農
地
・
農
業
用
施
設
等
の

損
壊
な
ど
が
発
生
し
た
ほ
か
、
林
野
関
係

や
水
産
関
係
で
も
被
害
が
あ
り
ま
し
た（
す

べ
て
10
月
28
日
現
在
）。

政
府
の
主
な
対
応
等
に

つ
い
て

非
常
に
強
い
勢
力
の
台
風
で
あ
っ
た
た
め
、

官
邸
を
は
じ
め
関
係
省
庁
等
は
、
日
本
の
南

の
遠
海
を
北
上
し
て
い
る
と
き
か
ら
、
情
報

収
集
体
制
を
強
化
し
、
被
害
・
対
応
状
況
の

速
や
か
な
把
握
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
本
災
害
に
つ
い
て
は
、
局
地
激

甚
災
害
に
指
定
さ
れ
、
農
地
等
の
災
害
復

旧
工
事
等
に
係
る
補
助
の
特
別
措
置
等
が

適
用
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
21
年
台
風
第
18
号

国内災害レポート

9
月
29
日
に
発
生
し
た
台
風
第
18
号
は
、

10
月
は
じ
め
に
各
地
で
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

そ
の
被
害
状
況
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

茨城県土浦市で発生した突風による木造店舗倒壊とフェンスの倒れ
（資料提供：気象庁）

期間内最大風速（m/s、10月6日～9日）（資料提供：気象庁）



2
0
0
9
年
9
月
29
日
6
時
48
分
頃

（
現
地
時
間
）、
南
西
太
平
洋
、
サ
モ
ア
諸
島

沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
･
0

の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い

発
生
し
た
津
波
に
よ
り
、
死
者
・
行
方
不

明
者
は
、
サ
モ
ア
で
1
4
8
名
、
米
領
サ

モ
ア
で
35
名
、
ト
ン
ガ
で
9
名
と
な
り
、

全
体
で
1
9
2
名
に
達
し
ま
し
た
（
10
月

22
日
時
点
）。

津
波
の
特
徴

今
回
の
津
波
は
、
南
西
太
平
洋
で
太
平

洋
プ
レ
ー
ト
が

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

プ
レ
ー
ト
の
下
に

沈
み
込
む
ト
ン

ガ
海
溝
付
近
で

起
き
た
地
震
に
よ

り
発
生
し
ま
し

た
。
こ
の
地
震

は
、
プ
レ
ー
ト

境
界
で
は
な
く
、

沈
み
込
ん
だ
太
平

洋
プ
レ
ー
ト
内
で
発
生
し
て
お
り
、

1
9
3
3
年
の
三
陸
地
震
と
同
じ
メ
カ
ニ

ズ
ム
で
し
た
。
こ
の
地
震
に
よ
り
、
米
領

サ
モ
ア
に
約
20
分
で
津
波
が
到
達
し
て
お

り
、
そ
の
高
さ
（
陸
上
を
這
い
上
が
っ
た

地
点
の
地
盤
高
）
は
南
部
沿
岸
の
各
所
で

4
〜
6
m
に
達
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

目
測
で
確
認
で
き
る
大
き
な
も
の
だ
け
で

3
波
以
上
来
襲
し
て
い
た
こ
と
も
わ
か
り

ま
し
た
。

住
民
の
避
難
行
動

米
領
サ
モ
ア
は
、
津
波
の
規
模
に
対
し

て
人
的
被
害
は
軽
微
だ
っ
た
印
象
を
受
け

ま
し
た
。
海
岸
沿
い
の
幹
線
道
路
は
、
起

伏
に
富
み
高
台
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
、

ま
た
、
警
報
を
待
た
ず
に
避
難
行
動
を
開

始
し
た
と
い
う
住
民
の
証
言
も
得
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
津
波
の
規
模

に
比
べ
て
人
的
被
害
は
小
さ
く
抑
え
ら
れ

た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
日
本
の
津
波

防
災
の
た
め
に
も
、
今
後
、
住
民
の
避
難

行
動
や
行
政
の
対
応
に
つ
い
て
、
詳
細
な

調
査
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

被
害
の
概
要

一
方
で
、
家
屋
被
害
は
甚
大
で
す
。
米

領
サ
モ
ア
・
ト
ゥ
ト
ゥ
イ
ラ
島
南
部
沿
岸
で

は
、
土
地
の
低
い
集
落
を
中
心
に
家
屋
の

全
壊
や
流
出
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
発
電
所

が
津
波
で
水
没
し
発
電
機
が
使
用
不
能
に

な
り
、
滑
走
路
上
に
散
乱
し
た
瓦
礫
に
よ

り
空
港
が
一
時
閉
鎖
す
る
な
ど
、
人
命
救

助
や
応
急
対
応
な
ど
に
重
要
な
社
会
イ
ン

フ
ラ
に
被
害
が
出
ま
し
た
。
島
内
の
発
電

所
は
1
基
の
み
と
な
り
、
発
災
10
日
目
で

も
断
続
的
な
停
電
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

復
旧
・
復
興
対
応
状
況

調
査
時
点
で
は
、
被
災
地
内
に
被
災
者

用
の
テ
ン
ト
が
点
在
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

被
災
者
へ
の
生
活
支
援
が
本
格
化
し
て
い

く
段
階
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
被
災
者
の
避

難
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
ニ
ー
ズ
調
査

が
行
政
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

津
波
で
発
生
し
た
瓦
礫
な
ど
の
廃
棄
物

の
撤
去
作
業
は
、
比
較
的
早
く
進
ん
で
い

る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
津
波
で
流
出
し
た

橋
梁
が
早
期
に
復
旧
し
、
幹
線
道
路
が
使

用
で
き
る
た
め
、
被
災
地
に
重
機
や
大
型
ト

ラ
ッ
ク
が
投
入
さ
れ
て
い
る
う
え
に
、
周
辺

の
集
落
か
ら
か
け
つ
け
た
住
民
の
協
力
が

得
ら
れ
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
研
究
部
主

任
研
究
員
　
奥
村
与
志
弘
）

2
0
0
9
年
9
月

サ
モ
ア
諸
島
沖
地
震
に
伴
う
津
波
災
害

海外災害レポート

9
月
29
日
、
サ
モ
ア
諸
島
沖
で
M
8
の
地
震
が
発
生
、

そ
れ
に
伴
う
津
波
に
よ
り
、
多
く
の
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。

直
後
の
現
地
調
査
か
ら
被
災
状
況
な
ど
を
報
告
し
ま
す

震源と各国の位置関係（Google Mapに加筆）

大破した自動車が建物に突き刺さったパゴパゴ公園の被害



第3回

2
0
0
9
年
9
月
30
日
午
後
5
時
16
分

頃
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
マ
ト
ラ
島
西
部
パ

ダ
ン
沖
で
発
生
し
た
M
7
.
6
の
地
震
に

よ
り
、
1
0
0
0
人
以
上
が
死
亡
す
る
災

害
が
生
じ
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー

（
A
D
R
C
）
は
10
月
4
日
〜
8
日
に
緊
急

調
査
団
を
派
遣
し
、
被
災
状
況
把
握
と
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
・
州
・
地
方
自
治
体

や
関
連
機
関
の
活
動
状
況
把
握
を
行
い
ま

し
た
。

地
震
の
特
徴

イ
ン
ド
洋
東
端
に
位
置
す
る
ス
マ
ト
ラ

島
の
西
沖
合
は
ス
ン
ダ
海
溝
が
南
北
に
伸

び
て
い
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
プ
レ
ー
ト
が

ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
の
下
に
沈
み
込
む
プ

レ
ー
ト
境
界
と
な
っ
て
い
ま
す
。
2
0
0
4

年
12
月
26
日
に
発
生
し
た
ス
マ
ト
ラ
沖
地

震
・
イ
ン
ド
洋
大
津
波
は
記
憶
に
新
し
い

で
す
が
、
今
回
の
地
震
は
プ
レ
ー
ト
境
界

で
は
な
く
プ
レ
ー
ト
内
部
の
深
い
場
所
で

発
生
し
た
地
震
で
あ
る
た
め
、
数
十
セ
ン

チ
の
海
面
変
動
は
あ
っ
た
も
の
の
津
波
に

わ
れ
て
い
る
鉄
筋
や
帯
筋
の
本
数
や
太
さ

が
不
十
分
で
、
柱
と
梁
の
接
合
部
の
脱
落

防
止
加
工
も
あ
ま
り
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
壁
を
構
成
す
る
レ
ン
ガ
の
接
合

に
使
わ
れ
て
い
る
モ
ル
タ
ル
は
、
石
膏
と

荒
砂
で
代
用
す
る
な
ど
接
着
強
度
が
不
十

分
な
状
態
で
し
た
。
な
お
、
2
0
0
6
年

ジ
ャ
ワ
島
中
部
地
震
と
の
相
違
と
し
て
、

屋
根
は
瓦
葺
き
で
は
な
く
ト
タ
ン
屋
根
が

2
0
0
9
年
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震

海外災害レポート

9
月
30
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
マ
ト
ラ
島
沖
で
M
7
・
6
の
地
震
が
発
生
し

死
者
1
0
0
0
人
以
上
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

被
災
状
況
と
復
興
活
動
を
報
告
し
ま
す
。

1階部が潰れた公的施設。大きな屋根構造が特徴的
（パダン市内、10月5日）

震源（★）と震度分布（改正メルカリ震度）、パダン市、
パリアマン市の位置関係
出典：OCHA Indonesia Earthquake, Situation Report No.16（20 Oct. 2009）

パリアマン市

パダン市

よ
る
被
害
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

被
害
の
特
徴

被
災
地
域
で
す
が
、
西
ス
マ
ト
ラ
州
都

の
パ
ダ
ン
市
と
そ
の
北
の
パ
リ
ア
マ
ン
市

と
周
辺
地
域
の
パ
ダ
ン
・
パ
リ
ア
マ
ン
県
が

主
な
被
災
地
で
す
。
被
害
規
模
は
、
死
者
・

行
方
不
明
者
1
1
0
0
人
以
上
、
全
壊
家

屋
約
11
万
5
0
0
0
棟
、
半
壊
・
一
部
損

13
万
5
0
0
0
棟
以
上
、
経
済
損
失
は
約

2
0
4
9
億
円
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

パ
ダ
ン
市
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
11
番
目

に
大
き
い
都
市
で
あ

り
、
地
震
に
強
い
と
考

え
ら
れ
て
い
た
中
高
層

の
近
代
建
造
物
に
被
害

が
多
く
み
ら
れ
た
の

が
、
今
回
の
地
震
の
特

徴
で
す
。

パ
ダ
ン
市
内
で
は
、

比
較
的
大
規
模
な
行
政

施
設
（
官
公
庁
、
会
議

場
な
ど
）、
商
業
施
設

（
銀
行
、
ホ
テ
ル
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な

ど
）
が
全
壊
・
半
壊
し
て
い
る
場
合
が
多

く
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
物
の
1
階
部

分
が
崩
壊
し
て
い
る
場
合
が
多
く
み
ら
れ

ま
し
た
。
面
的
な
被
害
が
あ
っ
た
の
は
中

華
街
地
区
で
す
が
、
そ
の
他
の
市
内
で
は

被
害
は
点
在
し
て
い
る
状
況
で
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
パ
リ
ア
マ
ン
市
や
パ
ダ

ン
・
パ
リ
ア
マ
ン
県
で
は
低
層
の
個
人
住

宅
や
学
校
な
ど
の
被
害
が
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
い
ま
し
た
。
学
校
の
多
く
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
の
本
数
が
少
な
く
、
使



多
い
こ
と
か
ら
、
屋
根
の
重
さ
に
よ
り
建

物
が
崩
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
横
揺
れ
に

対
す
る
柱
と
壁
の
耐
力
不
足
が
原
因
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

地
元
ア
ン
ダ
ラ
ス
大
学
で
は
政
府
の
要

請
に
よ
り
、
州
内
の
被
災
建
物
の
応
急
危

険
度
判
定
を
行
う
計
画
を
立
て
て
い
ま
し

た
が
、
事
前
準
備
や
急
遽
動
員
さ
れ
た
学

生
の
専
門
知
識
な
ど
に
課
題
が
あ
る
と
思

わ
れ
ま
し
た
。

地
震
が
雨
季
の
初
期
に
発
生
し
た
こ
と

と
、
も
ろ
い
火
山
灰
土
の
地
域
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
地
震
直
後
に
各
地
で
土
砂
崩
れ

が
発
生
し
、
今
回
の
地
震
被
害
の
半
分
近

く
と
な
る
5
0
0
人
以
上
が
死
亡
・
行
方

不
明
と
な
り
ま
し
た
。
生
き
残
っ
た
住
民

に
よ
る
と
、
地
震
直
後
に
轟
音
と
と
も
に

山
が
崩
れ
、
避
難
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。

地
震
の
強
度
は
気
象
庁
震
度
で
Ｖ
弱
〜

Ｖ
強
程
度
と
思
わ
れ
、
ビ
ル
の
2
階
か
ら

階
段
を
下
り
て
避
難
し
た
人
や
ガ
ス
コ
ン

ロ
を
止
め
て
避
難
し
た
人
が
い
る
一
方
で
、

揺
れ
が
大
き
く
部
屋
の
外
に
出
ら
れ
ず
に

床
に
転
が
っ
た
人
も
い
ま
し
た
。
揺
れ
て

い
る
最
中
に
避
難
が
で
き
た
と
の
証
言
か

ら
、
動
け
な
く
な
る
ほ
ど
激
し
い
揺
れ
で

は
な
か
っ
た
こ
と
と
、
建
物
の
倒
壊
が
急
激

で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
ま
す
。 

被
災
者
の
生
活

土
砂
崩
れ
被
害
を
受
け
た
集
落
に
は
避

住
宅
に
つ
い
て
は
、
低
コ
ス
ト
耐
震
住

宅
建
築
や
耐
震
化
指
導
、
公
共
建
築
物
に

つ
い
て
は
、
耐
震
診
断
や
耐
震
補
強
が
必

要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
回
ア
ン
ダ
ラ
ス

大
学
が
取
組
ん
だ
応
急
被
災
度
判
定
も
制

度
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
回
土
砂
崩
れ
が
あ
っ
た
地
域

は
再
発
の
危
険
性
が
高
い
た
め
、
集
落
移

転
な
ど
の
対
応
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

同
様
の
リ
ス
ク
を
持
つ
集
落
を
調
査
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
津
波
に
つ
い
て
は
、
津
波
警
報
が

確
実
に
住
民
に
伝
達
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
整

備
と
、
関
連
す
る
防
災
教
育
の
継
続
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
　
荒
木
田
勝
「
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
・
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
に
係
る
緊
急
調
査
結
果
報
告
」
よ
り
）

レンガ造の被災家屋。鉄筋の柱がないか、きわめて細い
（パリアマン市内、10月6日）

被災者が住居の近隣に設置されたテントに避難をしている
（パダン・パリアマン県内、10月6日）

100人以上の死者行方不明者を出したタンディキット村。学校、民
家などが土砂に埋まった（パダン・パリアマン県内、10月7日）

難
テ
ン
ト
村
も
あ
り
ま
し
た
が
、
被

災
者
の
多
く
は
自
宅
前
で
テ
ン
ト
生

活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
自
宅
前
に

残
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
持
続

し
、
住
民
相
互
の
助
け
合
い
が
で
き

る
と
と
も
に
、
必
要
物
資
の
取
り
ま

と
め
や
配
給
に
も
役
立
っ
て
い
ま
し

た
。
な
お
子
ど
も
た
ち
は
道
路
に
出

て
、
生
活
再
建
の
た
め
の
募
金
集
め

を
し
て
い
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

自
身
が
こ
う
や
っ
て
再
建
費
用
を
集

め
る
光
景
は
被
災
地
の
各
所
で
み
ら

れ
ま
し
た
。

今
後
の
支
援

山
間
地
以
外
へ
の
救
援
や
配
給
は
迅
速

で
、
2
0
0
4
年
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
・
イ
ン

ド
洋
大
津
波
や
2
0
0
6
年
ジ
ャ
ワ
中
部

地
震
な
ど
の
教
訓
が
生
き
て
い
ま
し
た
。

地
震
を
感
じ
て
す
ぐ
に
山
の
ほ
う
へ
住
民

が
避
難
し
た
こ
と
も
評
価
で
き
ま
す
。

課
題
と
し
て
は
、
既
存
木
造
住
宅
の
耐

震
化
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
と
、
特
に
公

共
建
築
物
の
耐
震
性
が
低
い
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
パ
ダ
ン
沖
合
は
地
震

の
空
白
域
が
あ
り
、
近
い
将
来
に
津
波
を

伴
う
巨
大
地
震
の
発
生
が
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
地
震
と
津
波
両
方
に
対

す
る
備
え
が
必
要
で
す
。



第1回日中韓防災担当閣僚級会合を神戸で開催

2009年10月31日、兵庫県神戸市で、第1回日中韓防災担当閣僚級会合が開催されました。
この会合は、昨年12月の日中韓首脳会議において、日本で本年開催することが合意されたもので、

日本の前原誠司内閣府特命大臣（防災）、中国の羅平飛（ラ・ヘイヒ）民政部副部長、
韓国の朴演守（パク・ヨンス）消防防災庁長をそれぞれトップとして、

各国政府代表団が参加しました。

会
合
で
は
、
日
中
韓
3
国
に
お
け
る
防

災
対
策
に
つ
い
て
の
基
本
認
識
が
確
認
さ

れ
る
と
と
も
に
、
災
害
被
害
軽
減
に
向
け

た
取
組
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
や
、
今
後

の
3
国
間
で
の
防
災
協
力
の
あ
り
方
に
つ

い
て
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
原
大
臣
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
共
通
の

自
然
災
害
の
経
験
を
有
す
る
日
中
韓
3
国

が
、
お
互
い
の
知
見
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
共

有
し
協
力
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
、
3
国

の
防
災
対
策
の
向
上
に
資
す
る
の
み
な
ら

ず
、
他
地
域
へ
の
防
災
協
力
を
進
め
て
い

く
う
え
で
も
有
意
義
と
い
う
認
識
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
日
中
韓
3
国
は
、
次
の
点
で

今
後
協
力
を
深
め
て
い
く
こ
と
で
合
意
し

ま
し
た
。

①
災
害
被
害
軽
減
に
向
け
た
各
国
の
　
　

　
取
組
の
情
報
共
有

・
気
候
変
動
へ
の
防
災
上
の
取
組
に
つ
い

て
情
報
共
有
を
図
り
、
今
後
の
技
術

開
発
と
そ
の
活
用
に
つ
い
て
議
論
を

深
め
る
。

・
建
築
物
耐
震
化
の
取
組
に
つ
い
て
情
報

共
有
を
図
る
な
ど
、
各
国
に
お
け
る
耐

震
化
促
進
に
向
け
、
3
国
が
協
力
し

て
い
く
。

・
防
災
分
野
で
の
衛
星
技
術
の
利
用
に
つ

い
て
情
報
共
有
を
図
る
こ
と
を
検
討

し
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
被
災
地

の
緊
急
観
測
に
お
い
て
、
3
国
の
協

力
の
可
能
性
を
議
論
す
る
。

②
今
後
の
3
国
で
の
具
体
的
な
協
力

・
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
を
通

防
災
担
当
閣
僚
級

会
合

合
意
事
項

日中韓防災担当閣僚級会合会場の全景（中央：前原大臣）



このページでは、内閣府（防災担当）や防災に関係する府省庁からの
お知らせや、公共団体・企業・NPOの防災活動などをお届けします。

て
、
着
実
に
合
意
事
項
を
履
行
し
て
い
く

こ
と
と
、
阪
神
･
淡
路
大
震
災
か
ら
15
周

年
の
節
目
を
迎
え
る
来
年
1
月
17
日
か

ら
、「
ア
ジ
ア
防
災
会
議
」
を
神
戸
で
開

催
予
定
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

な
お
、
こ
の
日
中
韓
防
災
担
当
閣
僚
級

会
合
は
、
今
後
、
3
国
持
ち
回
り
で
開
催
さ

れ
、
次
回
の
第
2
回
会
合
は
2
0
1
1
年

に
中
国
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

じ
た
3
国
共
同
で
の
人
材
育
成
を
進

め
る
。

・
3
国
内
に
存
在
す
る
国
際
機
関
と
の
連

携
を
拡
大
し
国
際
防
災
協
力
を
推
進

す
る
こ
と
や
3
国
内
で
開
催
さ
れ
る

国
際
会
議
で
の
連
携
を
強
化
す
る
。

会
合
の
後
、
こ
れ
ら
の
合
意
事
項
を
記

し
た
成
果
文
書
で
あ
る

「
日
中
韓
3
国
の
防
災

協
力
に
関
す
る
共
同

声
明
」
に
、
3
国
代
表

に
よ
り
署
名
が
行
わ

れ
る
と
と
も
に
、
共
同

記
者
会
見
が
開
か
れ

ま
し
た
。

前
原
大
臣
か
ら
は
、

た
い
へ
ん
実
り
の
あ
る

議
論
が
で
き
た
こ
と

に
つ
い
て
、
羅
副
部

長
を
は
じ
め
と
す
る
中

国
代
表
団
、
朴
庁
長

を
は
じ
め
と
す
る
韓

国
代
表
団
に
対
し
謝

意
が
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
共
同
声
明

を
受
け
、
日
本
と
し

共
同
声
明

共同声明を披露する3国代表（左：羅平飛民政部副部長〔中国〕、中：前原大臣、右：朴演守消防防災庁長〔韓国〕）（写真提供：神戸新聞）

日中韓 3国の防災協力に関する共同声明



新潟県中越地震から5年

平成16年10月23日に発生した新潟県中越地震から、
本年で5周年を迎え、

合同追悼式が行われました。

地震から5周年の合同追悼式で追悼の言葉を述べる大島内閣府副大臣（10月23日）（写真提供：長岡市）

に
よ
り
、
復
旧
・
復
興
が
着
実
に
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

平
成
21
年
10
月
23
日
の
震
災
5
周
年
の

日
に
は
、
新
潟
県
と
関
係
市
町
主
催
に
よ

る
合
同
追
悼
式
が
長
岡
市
で
開
催
さ
れ
、

政
府
を
代
表
し
て
大
島
内
閣
府
副
大
臣
が

出
席
し
、
追
悼
の
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

政
府
と
し
て
は
、
今
後
と
も
地
元
自
治

体
と
連
携
し
な
が
ら
、
平
成
19
年
に
発
生

し
た
新
潟
県
中
越
沖
地
震
か
ら
の
復
興
も

含
め
て
、
被
災
地
域
が
魅
力
あ
る
地
域
と

し
て
復
興
さ
れ
る
よ
う
力
を
尽
く
し
て
い

き
ま
す
。

被
害
と
復
興

1
万
3
8
1
0
棟
、
一
部
損
壊
10
万

5
6
8
2
棟
も
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
地
震
に
よ
り
、
一
時
は
10
万
人
を

超
え
る
方
々
が
避
難
生
活
を
送
り
、
さ
ら

に
、
旧
山
古
志
村
の
全
村
避
難
や
応
急
仮

設
住
宅
で
の
長
期
に
わ
た
る
生
活
な
ど
に

よ
り
、
被
災
者
の
方
々
は
多
大
な
苦
労
を

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
地
で
道
路
が
寸

断
さ
れ
、
大
規
模
な
地
す
べ
り
に
よ
り
芋

川
（
旧
山
古
志
村
）で
は
河
道
閉
塞
が
発
生

す
る
と
と
も
に
、
農
地
・

農
業
用
施
設
、
林
道
や
養

鯉
施
設
な
ど
に
多
大
な

被
害
が
生
じ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
被
災
地
で

は
、
地
元
の
方
々
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
者
の
尽
力

平
成
16
年
10
月
23
日
17
時
56
分
に
発
生

し
た
こ
の
地
震
は
、
最
大
震
度
7
を
記
録

し
た
ほ
か
、
複
数
の
大
き
な
余
震
を
伴
う

も
の
で
あ
り
、
新
潟
県
を
は
じ
め
と
し
て

死
者
68
名
、
負
傷
者
4
8
0
5
名
、
住
家

に
あ
っ
て
は
、
全
壊
3
1
7
5
棟
、
半
壊

合
同
追
悼
式

被災現場の復旧状況（長岡市妙見町）（写真提供：新潟県）
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第 回1

      死者（％）

 1,967 （53.9）

 452 （12.4）

 300 （8.2）

 82 （2.2）

 124 （3.4）

 55 （1.5）

 63 （1.7）

 444 （12.2）

 116 （3.2）

 15 （0.4）

 7 （0.2）

 26 （0.7）

 3,651 （100）

　　　　　　　　死　因

窒息（胸部・胸腹部・体幹部圧迫等）

圧死（胸部・頚部・全身の圧座損傷）

打撲・捻挫傷

外傷性ショック（火傷・打撲・挫滅・出血等による）

頭部損傷（外傷性クモ膜下出血・脳挫傷等）

内臓損傷（胸部または胸腹部）

頚部損傷

焼死・全身火傷（一酸化炭素中毒含）

不詳・不明（高度焼損死含）

臓器不全など

衰弱・凍死 

その他

計

兵庫県南部地震での神戸市の犠牲者の死亡原因

 　 建物被害（家具転倒はこの約 1割）による犠牲者で全死者数の 83.3％
　 火災による犠牲者。実際には倒壊建物や家具の下敷きで逃げ出せずに焼死した
　 ケースが大多数

神戸市内で地震後 2週間以内に亡くなった犠牲者。出典：兵庫県監察医の調査結果に目黒が一部加筆。

火
災
が
起
こ
ら
な
け
れ
ば

犠
牲
者
は
減
っ
た
の
か

兵
庫
県
南
部
地
震
（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
）
直
後
の

被
災
地
の
映
像
と
し
て
、
街
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
火
災

が
発
生
し
、
大
規
模
な
延
焼
火
災
が
起
こ
っ
て
い
る
様

子
が
映
し
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
こ
の
地
震
に

よ
る
死
者
の
多
く
は
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
だ
と
思
っ
て

い
る
人
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
間
違
い
で
す
。

兵
庫
県
の
監
察
医
の
み
な
さ
ん
が
ま
と
め
た
、
地
震

か
ら
2
週
間
以
内
に
神
戸
市
内
で
亡
く
な
ら
れ
た
人
々

（
3
8
7
5
名
の
な
か
で
詳
細
な
分
析
の
行
な
わ
れ
た

3
6
5
1
名
）
の
死
亡
原
因
の
調
査
結
果
を
み
る
と
、

圧
倒
的
に
多
い
の
は
呼
吸
が
で
き
な
く
な
っ
て
亡
く

な
っ
た
「
窒
息
死
」
で
全
体
の
53
・
9
パ
ー
セ
ン
ト
、次
が
、

多
臓
器
不
全
な
ど
に
つ
な
が
る
「
圧
死
」
で
12
・
4
パ
ー

セ
ン
ト
、
そ
の
他
を
含
め
、
建
物
も
し
く
は
家
具
が
原

因
に
よ
る
犠
牲
者
が
全
体
の
83
・
3
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
ま
す
。
残
り
の
16
・
7
パ
ー
セ
ン
ト
の
犠
牲
者
の
9

割
以
上
を
占
め
る
15
・
4
パ
ー
セ
ン
ト
の
犠
牲
者
は
、

火
災
現
場
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
約
8

割
に
当
た
る
12
・
2
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
た
ち
は
、
生
き

て
い
る
状
態
で
火
事
に
襲
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
で
は
、
な
ぜ
生
き
て
い
た
の
に
、
火
事
か
ら
逃

げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
理
由
は
明
解
で
す
。
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
被
災

し
た
建
物
の
下
敷
き
に
な
っ
て
逃
げ
出
せ
な
い
状
況

だ
っ
た
の
で
す
。
建
物
に
問
題
が
な
け
れ
ば
、
彼
ら
は

火
事
が
襲
っ
て
く
る
前
に
逃
げ
出
せ
る
の
で
、
焼
死
し
な

く
て
す
ん
だ
の
で
す
。
つ
ま
り
焼
死
し
た
犠
牲
者
の
原

因
に
は
ま
ず
建
物
の
問
題
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

以
上
の
話
か
ら
、
建
物
の
問
題
（
一
部
家
具
含
む
）

を
原
因
と
し
て
亡
く
な
っ
た
犠
牲
者
の
割
合
は
、
83
・

3
パ
ー
セ
ン
ト
と
12
・
2
パ
ー
セ
ン
ト
を
合
わ
せ
た
実

に
95
・
5
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

地
震
対
策
で
最
優
先

す
べ
き
こ
と

地
震
対
策
で
最
も
優
先
す
べ
き
も
の
は
何
で
し
ょ
う

か
。
地
震
後
の
火
災
に
よ
る
焼
死
者
の
問
題
、

P
T
S
D
（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
な
ど
の
心

理
的
な
問
題
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
崩
壊
の
問
題
、
避

難
所
・
仮
設
住
宅
の
問
題
、
瓦
礫
や
ご
み
と
そ
の
処
理

に
よ
る
環
境
へ
の
問
題
、
地
域
経
済
の
衰
退
の
問
題
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
兵
庫
県
南
部
地
震
の
後
に
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
は
問
題
と
し
て
発

現
し
た
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
に
対
応
す
る
対
策
は
対
症

療
法
と
し
て
は
進
め
る
べ
き
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

に
対
応
す
る
対
策
を
個
別
に
推
し
進
め
て
い
っ
て
も
、

本
質
的
な
問
題
解
決
に
は
つ
な
が
ら
な
い
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
が
な
ぜ
起
こ
っ
た
か
と
い
う
と
、
地
震

直
後
に
25
万
棟
の
家
が
全
半
壊
し
、
約
5
5
0
0
人
の

人
た
ち
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
最
大
の
原
因

で
す
。
こ
れ
が
、
緊
急
対
応
期
か
ら
、
復
旧
・
復
興
期
ま

で
に
発
現
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
本
質
的
な
原
因
だ
っ

た
こ
と
を
私
た
ち
は
も
っ
と
深
く
認
識
す
べ
き
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
話
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
近
い
将
来
に

大
き
な
地
震
を
繰
り
返
し
受
け
る
可
能
性
の
高
い
日
本

が
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
建
物
の
耐
震
化
を

最
重
要
視
し
た
対
策
で
す
。

地
震
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
人
の
数
を
減
ら
す
こ
と

が
地
震
防
災
の
最
重
要
課
題
だ
と
す
れ
ば
、
既
存
の
弱

い
建
物
や
施
設
の
補
修
や
補
強
、
建
て
替
え
が
最
も
優

先
順
位
の
高
い
課
題
で
す
。
こ
の
点
を
常
に
強
調
し
て

い
か
な
い
と
、
私
た
ち
は
ま
た
確
実
に
同
じ
悲
惨
な
状

況
に
直
面
し
て
し
ま
い
ま
す
。
地
震
の
時
に
亡
く
な
っ

た
人
を
「
地
震
の
犠
牲
者
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
彼
ら
は
地
震
で
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
構
造
物
が
彼
ら
を
傷
つ
け
、殺
し
て
い
る
の
で
す
。

耐
震
性
の
高
い
施
設
や
構
造
物
の
建
設
に
は
そ
れ
な

り
の
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
（
と
は
い
っ
て
も
、
設
備

を
含
め
た
全
体
経
費
か
ら
み
れ
ば
少
額
の
予
算
で
耐
震

性
は
大
幅
に
向
上
し
ま
す
）
が
、
見
て
く
れ
や
経
済
性

に
ば
か
り
気
を
と
ら
れ
耐
震
性
へ
の
配
慮
を
怠
る
と
、

自
分
の
生
命
、
家
族
や
家
庭
が
崩
壊
し
か
ね
な
い
悲
惨

な
状
況
を
生
ん
で
し
ま
う
こ
と
を
自
覚
し
て
下
さ
い
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
大
切
な
も
の
は
、
い
ず
れ
も
代
替
の

き
か
な
い
も
の
で
あ
る
点
を
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

地震の本当の怖さを
知っていますか

間違いだらけの
防災対策

16.7％

83.3％

15.4％



内閣総理大臣を団長とする政府調査団

防災フェア2002009 
inはままつはままつ 
開催 催 
平成21年8月～10月に
各地で総合防災訓練が
行われました

平平成成2211年度年度
総合防災総合防災
訓練訓練

平成21年度
総合防災
訓練

救援物資の搬送

自衛隊による負傷者搬送

崎
市
）
を
中
央
会
場
と
し
て
、
八
都
県
市

合
同
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
を
団
長

と
す
る
政
府
調
査
団
を
派
遣
し
ま
し
た
。

〈
訓
練
の
重
点
項
目
〉

①
広
域
応
援
体
制
の
検
証
お
よ
び
充
実

　（
陸
海
空
同
時
連
携
訓
練
の
実
施
）

政
府
、
八
都
県
市
や
防
災
関
係
機
関
な

ど
の
協
力
体
制
の
も
と
、
テ
レ
ビ
会
議
に

よ
る
連
携
の
確
認
や
救
援
物
資
・
人
員
の

搬
送
と
医
療
搬
送
訓
練
の
実
施
に
よ
る
相

互
応
援
体
制
を
検
証
し
ま
し
た
。

②
多
数
の
市
民
参
加
に
よ
る
訓
練
の
実
施

多
数
の
市
民
が
訓
練
に
参
加
す
る
と
と

も
に
、
防
災
関
係
機
関
等
の
啓
発
展
示
や

体
験
を
通
じ
て
、
発
災
時
の
適
切
な
判
断

力
・
的
確
な
行
動
の
育
成
・
連
帯
意
識
の

醸
成
を
目
指
し
た
啓
発
を
図
り
ま
し
た
。

前
号
で
は
9
月
1
日
「
防
災
の
日
」
に

実
施
し
た
政
府
本
部
運
営
訓
練
な
ど
の
概

要
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

本
号
で
は
、
政
府
訓
練
と
連
携
し
た
現

地
訓
練
、
広
域
医
療
搬
送
実
動
訓
練
な
ど

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

﹇
1
﹈
八
都
県
市
合
同
防
災
訓
練

平
成
21
年
9
月
1
日
、
八
都
県
市
（
埼

玉
県
・
千
葉
県
・
東
京
都
・
神
奈
川
県
・

横
浜
市
・
川
崎
市
・
千
葉
市
・
さ
い
た
ま
市
）

で
は
、
首
都
直
下
地
震
な
ど
の
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
、
八
都
県
市
の
連
携
・

協
力
体
制
の
充
実
を
図
る
訓
練
を
中
心

に
、
東
扇
島
基
幹
的
広
域
防
災
拠
点
（
川



防災フェア2009 
inはままつ 
開催 

平成21年度
総合防災
訓練

〈
広
域
医
療
搬
送
の
流
れ
〉

❶
被
災
自
治
体
か
ら
政
府
に
対
し
広
域
医

療
搬
送
の
実
施
を
要
請

❷
政
府
か
ら
各
地
の
D
M
A
T
に
対
し
参

富
山
県
、栃
木
県
、川
崎
市
、関
係
消
防
本
部
、

D
M
A
T
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
と

関
係
医
療
機
関
が
参
加
し
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

③
地
域
特
性
を
活
か
し
た
訓
練
の
実
施

東
扇
島
基
幹
的
広
域
防
災
拠
点
を
特
徴

的
な
4
つ
の
エ
リ
ア
（
住
宅
地
・
商
業
地
・
工

業
地
・
臨
海
部
）に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ

リ
ア
で
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
地
域
特

性
に
応
じ
た
防
災
体
制
を
確
認
し
ま
し
た
。

④
基
幹
的
広
域
防
災
拠
点
の
機
能
・

　
立
地
条
件
を
活
用
し
た
訓
練
の
実
施

南
北
耐
震
岸
壁
を
同
時
に
使
用
し
た
訓

練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
施
設
内
の
大

型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
離
着
陸
機
能
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
基
幹
的
広
域
防
災
拠
点

の
機
能
・
立
地
条
件
を
検
証
し
ま
し
た
。 消防による高架橋上での救出活動

自衛隊機によるDMATの輸送状況（富山空港）

平成21年度広域医療搬送実動訓練のイメージ

非被災地
（富山県）

非被災地
（栃木県）

被災地
（神奈川県）

富山空港
被災地外 広域搬送拠点

神奈川県内
災害拠点病院

神奈川県内
災害拠点病院

川崎市
災害拠点病院 川崎市東扇島

北宇都宮駐屯地
被災地外 広域搬送拠点

厚木基地
被災地内 広域搬送拠点

想定地震：首都直下地震

患者搬送の流れ

DMAT参集の流れ

訓練当日、厚木・

栃木間の天候不良

のため、北宇都宮

駐屯地では、模擬

患者をヘリに収容

し、同駐屯地周辺

の飛行を複数回行

うとともに、医療

処置および患者搬

送などの訓練を行

うことで、活動能力

の習熟を図った。

﹇
2
﹈
広
域
医
療
搬
送
実
動
訓
練

平
成
21
年
9
月
1
日
、
政
府
は
、
八
都

県
市
合
同
防
災
訓
練
と
連
携
し
た
総
合
防

災
訓
練
の
一
環
と
し
て
、
広
域
医
療
搬
送

実
動
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

広
域
医
療
搬
送
と
は
、
被
災
地
で
は
対

応
が
困
難
な
重
傷
者
を
被
災
地
外
の
医
療

施
設
へ
搬
送
し
て
高
度
な
専
門
治
療
を
行

う
こ
と
に
よ
り
患
者
の
救
命
を
図
る
活
動

の
こ
と
で
す
。
今
年
度
は
、
神
奈
川
県
を
被

災
地
と
想
定
し
、政
府
の
ほ
か
、神
奈
川
県
、



被災地内搬送拠点における医療処置の状況
（厚木基地）

ドクターヘリによる患者搬送状況（厚木基地）

自衛隊機からの患者搬送状況（富山空港）

集
を
指
示

❸
被
災
地
の
病
院
に
到
着
し
た
D
M
A
T

に
よ
り
搬
送
対
象
と
な
る
患
者
を
選
出

し
、
被
災
地
内
広
域
搬
送
拠
点
に
搬
送

❹
自
衛
隊
機
に
よ
り
被
災
地
内
広
域
搬
送

拠
点
か
ら
被
災
地
外
広
域
搬
送
拠
点

へ
患
者
を
搬
送

❺
被
災
地
外
広
域
搬
送
拠
点
か
ら
病
院
へ

患
者
を
搬
送

〈
訓
練
の
概
要
〉

被
災
地
内
広
域
搬
送
拠
点
を
海
上
自
衛

隊
厚
木
基
地
、
被
災
地
外
広
域
搬
送
拠
点

を
富
山
空
港
と
陸
上
自
衛
隊
北
宇
都
宮
駐

屯
地
と
し
、
被
災
地
で
あ
る
神
奈
川
県
内

の
各
病
院
か
ら
厚
木
基
地
へ
の
患
者
搬
送

に
つ
い
て
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
な
ど
に
よ
り

実
施
し
ま
し
た
。

厚
木
基
地
で
は
、
被
災
地
外
へ
の
患
者

搬
送
に
加
え
、
被
災
地
内
の
患
者
搬
送
ヘ

リ
の
発
着
に
関
す
る
調
整
や
患
者
の
受
入

れ
な
ど
、
よ
り
実
動
に
近
い
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

倒壊家屋救出救助訓練

﹇
3
﹈
静
岡
県
総
合
防
災
訓
練

東
海
地
震
発
生
の
切
迫
性
が
一
層
強
く

指
摘
さ
れ
る
な
か
で
、
静
岡
県
で
は
、
平
成

21
年
8
月
29
日
、
袋
井
市
と
の
共
催
に
よ

り
、
東
海
地
震
観
測
情
報
の
発
表
か
ら
地

震
発
生
直
後
の
災
害
応
急
対
策
ま
で
の
地
震

防
災
訓
練
を
県
下
一
斉
に
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
に
は
、
内
閣
府
政
策
統
括
官

（
防
災
担
当
）
を
団
長
と
す
る
政
府
調
査
団



を
派
遣
し
ま
し
た
。

主
な
訓
練
項
目
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●

住
民
主
導
の
訓
練

●

中
学
生
・
高
校
生
等
将
来
の
地
域
防

災
力
の
担
い
手
に
よ
る
訓
練

●

避
難
所
生
活
を
体
験
す
る
訓
練

●

居
住
外
国
人
と
協
働
（
共
生
）す
る

訓
練

●

事
業
所
と
連
携
し
た
訓
練

　
●

過
去
の
災
害
教
訓
を
活
か
し
た
訓
練

﹇
4
﹈
近
畿
府
県
合
同
防
災
訓
練

平
成
21
年
10
月
18
日
、
近
畿
府
県
（
福
井

県
・
三
重
県
・
滋
賀
県
・
京
都
府
・
大
阪
府
・

兵
庫
県
・
奈
良
県
・
和
歌
山
県
・
徳
島
県
）

で
は
、
関
係
機
関
と
協
同
で
、
テ
ク
ノ
ポ
ー

ト
福
井
（
福
井
県
坂
井
市
、
福
井
市
）
を
主

﹇
5
﹈大
規
模
水
害
対
処

図
上
訓
練

　平
成
21
年
10
月
29
日
、
台
風
に
伴
う
豪

雨
に
よ
り
利
根
川
の
堤
防
が
決
壊
し
、
大

規
模
な
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
を
想

定
し
た
、
被
害
状
況
と
初
動
対
応
に
係
る

基
本
的
な
情
報
伝
達
・
集
約
の
図
上
訓
練

を
、
首
相
官
邸
の
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
で

実
施
し
ま
し
た
。

会
場
と
し
て
、
直
下
型
地
震
を
想
定
し
た

合
同
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
に
は
、
泉
内
閣
府
大
臣
政
務

官
を
団
長
と
す
る
政
府
調
査
団
を
派
遣
し

ま
し
た
。

主
な
訓
練
項
目
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
●

広
域
応
援
部
隊
投
入
訓
練

　
●

中
高
層
建
物
救
出
訓
練

　
●

倒
壊
建
物
救
出
訓
練

　
●

石
油
タ
ン
ク
火
災
防
御
訓
練

液状化対応訓練（道路の応急復旧）居住外国人も参加した救出資機材取扱訓練

閉会式での泉大臣政務官あいさつ

左：石油タンク火災防御訓練
下：中高層建物救出訓練



震
度
６
強
体
験

シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
「
震
度
６
強
体

験
」
で
検
索
す
る
と
、

「
震
度
６
強
体
験
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の

ペ
ー
ジ
が
ヒ
ッ
ト
す

る
。
開
く
と
、
イ
ラ

ス
ト
調
の
青
い
家
が

出
て
き
て
、
若
干
の

設
定
を
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
が
、
全

体
的
に
シ
ン
プ
ル
、

む
し
ろ
地
味
な
印
象

だ
。と

り
あ
え
ず
、「
家

具
固
定
な
し
」「
耐
震

強
度
な
し
」
と
設
定

し
、
ス
タ
ー
ト
ボ
タ

ン
を
押
し
た
。

真
っ
暗
な
画
面
に
「
あ
る
日
あ
な

た
は
リ
ビ
ン
グ
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い

ま
し
た
」
と
い
う
テ
ロ
ッ
プ
が
流
れ
、

続
い
て
普
通
の
家
の
リ
ビ
ン
グ
兼
台

所
の
よ
う
な
部
屋
が
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
風
で
現
れ
る
。
主
人
公
っ
ぽ
い
高

校
生
?
の
よ
う
な
男
の
子
が
、
テ
レ

ビ
を
見
て
い
る
。
薄
型
の
液
晶
タ
イ

プ
の
大
き
な
も
の
だ
。
台
所
の
コ
ン

ロ
に
は
、
ナ
ベ
が
か
か
っ
て
い
る
。

今
夜
の
カ
レ
ー
か
、
シ
チ
ュ
ー
だ
ろ
う

か
。
ん
？
コ
ン
ロ
の
火
は
ち
ゃ
ん
と

燃
え
た
感
じ
に
な
っ
て
い
る
し
、
ナ

ベ
か
ら
は
湯
気
が
立
っ
て
い
る
。
な

か
な
か
リ
ア
ル
で
あ
る
。
さ
ら
に
壁

の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
ま
さ
に
今
日
の
日

付
に
な
っ
て
い
る
。
心
に
く
い
仕
掛

け
だ
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

進
行

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
地
震
の

発
生
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

突
然
、「
緊
急
地
震
速
報
で
す
！
緊
急

内
閣
府
が
作
成
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る「
震
度
6
強
体
験
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」。

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
試
し
に
や
っ
て
み
ま
し
た
。

内
閣
府

６６６６６６６６

「
震
度
　
強
体
験
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

最初の比較的シンプルな画面。ここで簡単な設定をする。



地
震
速
報
で
す
！
強
い
揺
れ
に
警
戒
し
て

く
だ
さ
い
、
身
の
安
全
を
確
保
し
て
く
だ

さ
い
」
と
の
注
意
が
テ
レ
ビ
か
ら
聞
こ
え
、

続
け
て
「
他
の
部
屋
に
は
家
族
が
い
ま
す
。

ど
う
し
ま
す
か
？
」
と
い
う
問
い
と
、
選

択
肢
が
表
示
さ
れ
る
。「
A
　
速
報
を
大
声

で
伝
え
る
」、「
B
　
家
族
が
い
る
部
屋
に

走
る
」
の
2
つ
。
う
ー
ん
、
ど
っ
ち
だ
ろ

う
か
。
迷
う
。
声
だ
け
で
は
助
け
ら
れ
な

い
か
ら
、
家
族
の
方
に
行
く
よ
う
に
し
よ

う
。「
B
」
を
選
択
。
し
か
し
！
「
ブ
ブ
ー
」

と
い
う
音
と
と
も
に
、「
－5
」
の
文
字
が
。

間
違
い
だ
っ
た
よ
う
だ
。「
緊
急
地
震
速
報

が
出
た
あ
と
、
地
震
が
到
達
す
る
ま
で
わ

ず
か
な
時
間
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」
な
ど
の

解
説
が
表
示
さ
れ
た
。
わ
ず
か
な
時
間
し

か
な
い
か
ら
、
大
声
で
呼
ぶ
の
が
正
し
い

よ
う
だ
。

こ
の
後
も
、
次
か
ら
次
へ
と
質
問
が
出

さ
れ
、
そ
の
た
び
に
選
択
肢
を
ク
リ
ッ
ク

す
る
形
で
状
況
が
進
ん
で
い
く
。
ま
さ
に

「
命
の
選
択
」
だ
。
最
も
正
し
い
選
択
肢
を

選
ぶ
と
、「
G
O
O
D
」
の
文
字
が
、
ま
た
、

最
も
正
し
い
選
択
肢
以
外
の
場
合
は
、
そ

の
間
違
い
の
「
程
度
」
に
応
じ
て
「
マ
イ

ナ
ス
何
点
」
と
表
示
さ
れ
る
。
最
初
の
持

ち
点
は
1
0
0
点
だ
が
、
マ
イ
ナ
ス
の
点

を
取
る
と
、
ど
ん
ど
ん
減
点
さ
れ
て
い
き
、

画
面
上
の
持
ち
点
ゲ
ー
ジ
が
減
っ
て
い
く
。

0
に
な
っ
た
ら
ゲ
ー
ム
オ
ー
バ
ー
だ
。

ゲ
ー
ム
自
体
は
10
分
も
か
か
ら
な
い
。

選
択
場
面
も
わ
ず
か
5
カ
所
で
あ
る
。
し

か
し
そ
の
答
え
合
わ
せ
ご
と
に
必
ず
解
説

が
示
さ
れ
る
。
ゲ
ー
ム
を
進
め
な
が
ら
、

自
然
と
防
災
知
識
が
身
に
つ
く
仕
掛
け
だ
。

シ
ス
テ
ム
作
成
の
経
緯

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯

で
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
企
画
を
行
っ
た
内
閣
府

の
山
崎
企
画
官
に
聞
い
た
。

こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
っ
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い

山
崎
　
み
な
さ
ん
「
防
災
」
に
は
と
て
も

高
い
関
心
を
お
持
ち
で
す
が
、
耐
震
化
や

家
具
固
定
な
ど
を
さ
れ
て
い
る
方
は
ま
だ

多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
高
い
認
識
が
実
際
の

行
動
に
必
ず
し
も
結
び
つ
い
て
い
な
い
の

で
す
。
そ
こ
で
、
災
害
、
特
に
地
震
発
生

時
に
と
る
べ
き
行
動
に
対
す
る
理
解
を
、

と
て
も
気
軽
な
方
法
で
深
め
て
い
た
だ
け

る
手
段
は
な
い
か
考
え
、こ
の
よ
う
な
ゲ
ー

ム
的
な
も
の
を
と
思
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

山
崎
　
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
こ
れ
を

体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
実
際
の
災
害
で
は
、
ゆ
っ
く
り
選
択

肢
を
選
ん
だ
り
で
き
な
い
し
、
冷
静
に
判

断
す
る
ゆ
と
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

だ
か
ら
こ
そ
、
い
ず
れ
起
こ
る
災
害
に
備

え
、
あ
ら
か
じ
め
行
動
を
「
イ
メ
ー
ジ
」
し

て
お
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。
そ
の

一
つ
の
手
段
と
し
て
、
こ
の
ゲ
ー
ム
を
気

軽
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

システムの企画を行った
内閣府の山崎企画官

正解すると「GOOD」の文字が。 次 と々「選択肢」が示される。緊張する場面だ。

最後に「採点」が。結果に唖然･･･。

●

震
度
6
強
体
験
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
震
度
６
強
体
験
」
で
検
索
。
簡

単
な
設
定
で
す
ぐ
開
始
で
き
る
。

詳
細
は
、
内
閣
府
政
策
統
括
官
（
防
災
）
災
害
予

防
担
当
　
0
3-

3
5
0
1-

6
9
9
6
「
震
度
6

強
体
験
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
担
当
」
ま
で
。

http://bosai.m
arvista.jp/



激
震
に
よ
っ
て
、
立
山
連
峰
の
大
鳶
・

小
鳶
が
大
崩
壊
を
起
こ
し
、
川
を
せ
き
止

め
て
多
数
の
天
然
ダ
ム
を
生
じ
た
。

そ
こ
へ
、
地
震
か
ら
2
週
間
を
経
た
4

月
23
日
、
信
濃
大
町
付
近
を
震
源
と
す
る

Ｍ
5
・
7
の
地
震
が
発
生
し
、
そ
の
衝
撃

に
よ
っ
て
、
真
川
の
せ
き
止
め
部
が
決
壊
、

大
量
の
土
砂
や
流
木
を
ま
じ
え
た
土
石
流

が
下
流
の
村
々
を
襲
っ
た
。

さ
ら
に
、
地
震
か
ら
2
カ
月
後
の
4
月

26
日
、
湯
川
筋
の
天
然
ダ
ム
が
決
壊
し
て
、

大
規
模
な
土
石
流
と
洪
水
流
が
発
生
、
常

願
寺
川
の
扇
状
地
に
氾
濫
し
て
、
堤
防
を

破
壊
し
た
う
え
、
大
洪
水
と
な
っ
て
富
山

平
野
を
洗
い
、
多
数
の
民
家
を
押
し
流
し

た
。
こ
の
2
回
目
の
洪
水
は
、
１
回
目
よ

り
も
規
模
が
大
き
く
、
水
位
は
2
m
ほ
ど

高
か
っ
た
と
い
う
。

2
回
に
わ
た
る
土
石
流
と
洪
水
に
よ
っ

て
、
流
失
・
全
壊
し
た
家
屋
は
1
6
0
0

戸
あ
ま
り
、
死
者
1
4
0
人
と
い
わ
れ
る
。

飛
越
地
震
は
、
お
も
に
常
願
寺
川
と
神

通
川
の
流
域
を
中
心
に
、
震
害
と
土
砂
災

害
を
も
た
ら
し
た
の
だ
が
、
そ
の
な
か
で
、

災
害
直
後
の
加
賀
藩
や
幕
府
直
轄
領
だ
っ

た
飛
騨
国
の
初
動
対
応
に
は
、
評
価
す
べ

き
点
が
多
い
。

加
賀
藩
で
は
、
常
願
寺
川
上
流
部
で
の

異
変
に
関
す
る
情
報
が
伝
え
ら
れ
る
と
、

村
役
人
の
判
断
で
、
村
民
の
避
難
行
動
を

促
す
緊
急
情
報
を
発
し
て
、
1
回
目
の
天

然
ダ
ム
決
壊
に
よ
る
災
害
の
軽
減
に
役

立
っ
た
と
い
う
。

飛
騨
国
で
は
、深
い
山
中
で
の
震
害
だ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
御
役
所
が
、
地
震

の
2
日
後
に
は
災
害
の
概
要
を
把
握
し
、

被
災
地
へ
の
調
査
団
の
派
遣
や
食
料
な
ど

の
支
援
を
決
定
し
て
い
る
。

山
地
の
各
所
で
土
砂
崩
れ
が
起
き
た
た

め
、
飛
騨
と
越
中
を
結
ぶ
3
つ
の
街
道
は

寸
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
の
街
道

は
、
両
国
を
結
ぶ
物
流
の
動
脈
と
な
っ
て
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立
山
連
峰
の
一
部
が
崩
壊
し
、
川
を
せ
き
止
め
て
多
数
の
天
然
ダ
ム
を
生
じ
、

さ
ら
な
る
地
震
と
2
カ
月
後
の
ダ
ム
の
決
壊
で
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
れ
以
降
、
豪
雨
の
た
び
に
水
害
や
土
砂
災
害
が
頻
発
し
ま
す
。

1
9
0
6
年
、
富
山
県
は
砂
防
工
事
に
着
手
し
、

常
願
寺
川
上
流
域
は
日
本
の
砂
防
事
業
発
祥
の
地
に
な
り
ま
し
た
。

飛越大地震 PROFILE

プレート断層の活動による直下型地震

マグニチュード 〉〉〉7.3～7.6（未明）

死者 〉〉〉約410人

内訳 〉〉〉平野約20人、山間約250人

              溺死約140人

全半壊家屋 〉〉〉約2,700戸

次
の
地
震
で
土
石
流
が
下
流
の
村
々
を
襲
い
、

二
カ
月
後
ダ
ム
決
壊
、土
石
流
と
大
洪
水
が
生
じ
た
。

文：伊藤和明（NPO法人防災情報機構会長）



お
り
、
と
く
に
耕
地
面
積
の
少
な
い
飛
騨

は
、
食
料
の
か
な
り
の
部
分
を
越
中
か
ら

の
輸
送
に
頼
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
飛

騨
国
で
は
、
迂
回
路
を
開
く
一
方
、
精
力

的
に
3
つ
の
街
道
の
復
旧
工
事
に
あ
た
っ

た
。
険
し
い
山
地
で
の
工
事
は
難
航
を
き

わ
め
、
4
カ
月
後
に
ほ
ぼ
完
了
し
た
が
、

そ
の
後
の
大
雨
で
再
び
土
砂
崩
れ
な
ど
に

見
舞
わ
れ
た
た
め
、
最
終
的
な
復
旧
は
、

秋
に
ず
れ
こ
ん
だ
と
い
う
。

飛
越
地
震
に
よ
る
大
規
模
土
砂
災
害
を

契
機
に
、
常
願
寺
川
は
す
っ
か
り
暴
れ
川

に
変
身
し
て
し
ま
っ
た
。
地
震
以
前
に
は
、

扇
状
地
の
扇
頂
に
あ
た
る
上
滝
ま
で
、
河

口
か
ら
舟
運
が
あ
る
な
ど
安
定
し
た
河
川

だ
っ
た
が
、
地
震
後
は
、
豪
雨
の
た
び
に

水
害
や
土
砂
災
害
が
頻
発
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
災
害
は
年

を
追
う
ご
と
に
激
化
し
て
、
明
治
時
代
の

1
8
7
1
年
か
ら
1
9
1
2
年
ま
で
の
42

年
間
に
、
40
回
の
洪
水
が
発
生
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
災
害
の
繰
り
返
し
か
ら
、
上

流
部
で
土
砂
を
抑
え
な
い
か
ぎ
り
、
常
願

寺
川
の
治
水
は
成
り
立
た
な
い
こ
と
が
認

識
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
1
9
0
6

年
、
富
山
県
に
よ
る
砂
防
工
事
が
着
手
さ

れ
、
1
9
2
6
年
に
は
、
国
の
直
轄
事
業

と
し
て
引
き
継
が
れ
た
。
こ
う
し
て
、
常

願
寺
川
上
流
域
は
、
日
本
の
砂
防
事
業
発

祥
の
地
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
常
願
寺
川
水

系
の
災
害
が
沈
静
化
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

昭
和
に
な
っ
て
か
ら
も
、
し
ば
し
ば
土
石
流

や
洪
水
に
よ
る
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
。

現
在
、
立
山
カ
ル
デ
ラ
内
に
は
、
約
2

億
㎡
の
不
安
定
な
土
砂
が
残
留
し
て
お
り
、

「
鳶
泥
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
も
し
2
億

㎡
の
土
砂
で
富
山
平
野
を
覆
う
と
、
平
均

2
m
の
厚
さ
で
堆
積
す
る
こ
と
に
な
る
と

い
う
。
し
た
が
っ
て
、
将
来
の
災
害
か
ら

富
山
平
野
を
守
る
た
め
に
、
砂
防
技
術
を

駆
使
し
た
戦
い
が
、
果
て
し
な
く
続
け
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

1
8
5
8
年
飛
越
地
震
は
、
山
地
が
激

震
に
見
舞
わ
れ
た
と
き
の
広
範
囲
に
わ
た

る
災
害
の
脅
威
を
見
せ
つ
け
る
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
後
遺
症
は
、
現
在

ま
で
延
々
と
続
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
よ
う
。

近
年
、
2
0
0
4
年
新
潟
県
中
越
地
震

や
、
2
0
0
8
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震

な
ど
、
内
陸
の
活
断
層
の
活
動
に
よ
る
地

震
が
発
生
し
、
そ
の
た
び
に
、
無
数
の
地
す

べ
り
や
斜
面
崩
壊
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
深
刻
な
山
地
災
害
を
招
く
内

陸
直
下
地
震
は
、
将
来
も
必
ず
発
生
す
る
。

い
ま
飛
越
地
震
の
災
害
像
を
振
り
返
る

な
か
で
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
、

自
然
環
境
も
社
会
環
境
も
変
貌
を
遂
げ
脆

弱
化
し
た
現
代
社
会
に
置
き
か
え
つ
つ
、

将
来
の
地
震
防
災
に
活
か
す
こ
と
が
、
ま

さ
に
防
災
面
に
お
け
る
「
温
故
知
新
」
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

白岩砂防堰堤

大場の大転石（撮影：菊川茂氏）
大地震非常変損之図（下流図）『加藤文書』
（羽咋市歴史民俗資料館蔵）



家
具
固
定

やってみよう！
大地震の際の被害の有無は、家の耐震化だけではなく、

家具の固定の状況に大きく影響されます。
阪神・淡路大震災では、死亡者の1割、負傷者の46％が

家具の転倒によるといわれます。
　今後数回にわたり、家具固定についてのお話を、

全日本地震防災推進協議会会長の
岩瀧幸則さんにお願いします。

第1回

家
具
固
定
が
い
か
に
重
要
か

日
本
は
世
界
有
数
の
地
震
被
災
国
で
す
。

1
年
間
に
地
球
が
放
出
す
る
地
震
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
実
に
20
％
は
、
私
た
ち
が
住
む
日
本

か
ら
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
震
に
対
す
る
防
災
対
策
は
、
何
を
お
い

て
も
大
切
な
家
族
の
命
を
守
る
こ
と
を
最
優

先
に
考
え
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
構
造
物
に
対
す
る
耐
震
補

強
も
重
要
な
対
策
で
す
が
、
た
と
え
耐
震
補

強
を
し
て
い
て
も
、
建
物
は
激
し
く
上
下
左

右
、
縦
横
無
尽
に
揺
れ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。
震
度
6
以
上
で
は
ほ
と
ん
ど

の
物
が
倒
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
大
き
く
跳

び
、
凶
器
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
も
の
も
で
て

き
ま
す
。
5
年
前
の
新
潟
県
中
越
地
震
で
は
、

被
災
者
の
73
％
の
方
は
家
具
で
死
傷
し
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
正
し
い
」
家
具
固
定
の
必
要
性

し
か
し
な
が
ら
、
家
具
は
単
に
固
定
す
れ

ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
、
も
ち
ろ
ん
あ
り

ま
せ
ん
。
家
具
の
固
定
は
「
正
し
く
」
行
わ
な

い
と
意
味
を
な
さ
な
い
の
で
す
。
私
た
ち
は

地
震
の
被
災
地
で
、
事
前
に
家
具
固
定
を
し

て
い
な
が
ら
そ
れ
が
不
十
分
だ
っ
た
た
め

に
、
効
果
が
な
か
っ
た
事
例
を
い
く
つ
も
見
て

い
ま
す
。
家
具
は
正
し
く
固
定
し
て
こ
そ
本

番
で
生
き
て
く
る
の
で
す
。

教
訓
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
現
実

私
た
ち
は
地
震
が
起
き
る
と
、
被
災
地
に

駆
け
つ
け
て
、
被
災
現
象
を
映
像
で
記
録
し

て
い
ま
す
が
、
毎
回
、
ま
っ
た
く
地
震
の
教

訓
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
現
実
に
、
背
筋
が

凍
る
思
い
を
し
て
い
ま
す
。
最
も
重
要
な
家

族
の
安
全
に
、
現
在
社
会
は
真

正
面
か
ら
議
論
を
し
な
さ
す
ぎ

る
。
行
政
担
当
者
な
ど
、
警
鐘

を
鳴
ら
す
立
場
の
方
で
す
ら
、

真
剣
に
家
具
固
定
な
ど
を
し
て

い
る
の
か
、
は
な
は
だ
疑
問
で
す
。

結
局
、
や
ら
な
い
の
か
、
や
れ
な

い
の
か
の
い
ず
れ
か
で
す
。
み
な

さ
ん
は
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
?

後
で「
あ
れ
は
気
休
め
程
度
の

対
策
だ
っ
た
」
と
い
わ
れ
な
い
よ

う
に
、
確
実
に
取
り
付
け
を
し
て

く
だ
さ
い
。

地
震
は
地
球
の
自
然
現
象
で
あ

り
、
そ
の
発
生
は
防
げ
ま
せ
ん
が
、

私
た
ち
の
事
前
の
準
備
に
よ
り
、

命
を
守
り
、
ま
た
被
害
を
減
じ
る

こ
と
は
で
き
る
の
で
す
。

岩瀧幸則  
いわたき　ゆきのり

阪神淡路大震災で被災者となり、
屋内対策の重要性を提唱するた
め、静岡市に移住。ジャパンシス
テムサービス株式会社社長。全
日本地震防災推進協議会会長

事例2：耐震補強をしていたため建物には被害がありませんが、部屋の中
はごらんの通り

事例1：L字型金具で固定していましたが、金具が家具に付いたまま倒れ
ています 

地震防災対策「総論」



害
が
起
き
た
と
き
、「
現
地
の
た

め
に
何
か
し
た
い
」
と
い
う
気
持

ち
は
大
切
で
す
。
し
か
し
、
着
替
え
や
携

行
品
の
準
備
、
宿
泊
先
の
手
配
も
せ
ず
、

身
一
つ
で
現
地
に
行
け
ば
何
と
か
な
る
と

思
う
の
は
大
き
な
間
違
い
で
す
。
被
災
地

で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
れ
に
も
か
な

り
の
労
力
を
使
う
こ
と
を
知
っ
て
お
い
て

ほ
し
い
で
す
。

被
災
地
に
行
く
前
に
必
ず
、
受
入
れ
状

況
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ご
自
分
の
体
調

は
万
全
で
す
か
？
　
風
邪
な
ど
感
染
性
の

病
気
は
現
地
に
大
き
な
迷
惑
を
か
け
ま

す
。
自
己
過
信
は
禁
物
、
持
病
が
あ
る
と

か
体
調
が
悪
い
な
ら
、
悪
化
を
考
え
て
今

回
は
参
加
し
な
い
選
択
も
必
要
で
す
。

参
加
を
決
め
た
ら
被
災
地
へ
の
行
き
方

や
天
候
、
被
災
状
況
を
調
べ
、
服
装
や
靴
、

持
ち
物
を
準
備
し
ま
す
。
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
寒
い
、
暑
い
、
汚
れ
る
な
ど
着

替
え
が
必
要
に
な
る
活
動
が
多
い
の
に
、

着
替
え
も
持
た
な
い
人
が
と
て
も
多
い
で

す
。
作
業
に
ふ
さ
わ
し
い
服
装
や
何
を
準

備
す
る
か
は
災
害
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
一
般
的
な
装
備
は
次
の
と
お
り
。

一
日
分
の
飲
み
物
、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、

安
全
な
靴
、帽
子
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
、ゴ
ー
グ
ル
、

マ
ス
ク
、タ
オ
ル
、皮
手
袋（
軍
手
は
危
険
）、

保
険
証
、
常
備
薬
、
救
急
セ
ッ
ト
な
ど
。

現
地
で
は
無
理
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い

こ
と
が
大
切
。
こ
ま
め
に
休
み
を
取
り
、

水
分
を
補
給
し
ま
す
。
熱
中
症
や
体
調
を

崩
し
て
活
動
が
で
き
な
く
な
っ
て
は
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
遠
方
か
ら
行
く
方
は
宿

泊
も
自
分
で
手
配
し
ま
し
ょ
う
。
避
難
所

も
空
き
地
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
寝
場
所
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ゆ
っ
く
り
身
体
を
休
め

て
明
日
に
備
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
は
防
災
も

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
一
緒
で
す
ね
。
情

報
を
収
集
し
想
像
力
を
働
か
せ
て
、
健
康

に
活
動
し
、
元
気
に
帰
宅
し
ま
し
ょ
う
。

まず、被災地がボランティアを必要としているかなどの情報を確認しましょう！
情熱に駆られて行動すると、被災地側が困ることが多々あります。まずはボランティアを受け入れているかどうか確
認しましょう。そのうえで自分の体調を調べ、服装や携行品の準備、宿泊先の手配もしてから向いましょう。現地に行
かずに、その分を募金として支援するという選択肢もありますよ。

災害ボランティア活動をしたいのですが、
何に気をつけたらいいでしょうか？

特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド

ソ
サ
ェ
テ
ィ
代
表
理
事

岡
野
谷
純
（
お
か
の
や
・
じ
ゅ
ん
）

内
閣
府
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
検
討
会
安
全
衛
生

部
会
共
同
座
長
。
救
急
救
命
士
。

災

イラスト：吉田静佳



成
7
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

は
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
ね
。
滋
賀
県

も
震
度
5
で
夫
が
棚
を
押
さ
え
た
ほ
ど
揺

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
被
災
地
に
全
国
か

ら
駆
け
つ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
テ

レ
ビ
で
見
な
が
ら
、
何
か
自
分
に
も
で
き
る
こ

と
が
な
い
か
と
い
う
思
い
で
一
杯
で
し
た
」

太
田
さ
ん
は
当
時
、
琵
琶
湖
の
西
、
滋

賀
県
高
島
市
の
中
学
校
で
体
育
を
教
え
て

い
た
。
間
も
な
く
社
会
福
祉
協
議
会
で
働

く
よ
う
に
な
り
、
平
成
12
年
、
13
年
の
地

震
が
活
動
の
き
っ
か
け
と
な
る
。

「
琵
琶
湖
湖
西
に
も
大
き
な
断
層
帯
が

あ
り
、
明
日
は
わ
が
身
、
今
度
こ
そ
何
か

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
で
も
、
一
人
で

は
何
も
で
き
な
い
と
思
い
ま
し
た
」

す
ぐ
に
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
で
、
神

戸
の
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師
を
招

だ
が
発
足
し
て
半
年
、
防
災
啓
発
の
チ

ラ
シ
も
読
ま
れ
な
い
。
研
究
会
も
盛
り
上

が
ら
ず
に
、
1
人
2
人
と
減
っ
て
い
く
。

「
仲
間
が
、
防
災
の
漫
才
や
劇
を
し
た
ら

ど
う
か
と
い
っ
た
の
を
思
い
出
し
た
。
そ

れ
で
夢
中
で
台
本
を
書
き
ま
し
た
」

例
え
ば
、「
お
風
呂
で
地
震
き
た
ら
、
ど

う
す
る
の
？
　
ス
ッ
ポ
ン
ポ
ン
や
で
ー
」　

女
性
2
人
の
漫
才
は
大
ウ
ケ
し
た
。

「
広
報
チ
ラ
シ
に
、
防
災
漫
才
が
や
っ
て

く
る
っ
て
書
く
と
、
こ
ん
な
に
こ
の
町
に

人
が
住
ん
で
い
た
の
か
と
主
催
者
が
驚
く

ほ
ど
、
集
ま
る
ん
で
す
よ
」

平
成
16
年
に
は
、
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
防
災
劇
が
話

題
と
な
り
、
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
が

注
目
さ
れ
る
。
大
型
ロ
ー
ル
紙
芝

居
、
腹
話
術
な
ど
独
自
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
い
く
つ
も
生
み
、
振
付
つ

き
『
な
ま
ず
音
頭
』
の
C
D
も
出

し
た
。

「
当
時
集
ま
っ
て
く
る
の
は
お

年
寄
り
が
多
か
っ
た
か
ら
、
音
頭

に
し
て
み
ま
し
た
」

26
名
の
メ
ン
バ
ー
の
約
半
分
は

夫
婦
で
、
道
具
や
教
材
は
す
べ
て

手
作
り
と
い
う
、
生
活
に
根
ざ
し

た
活
動
も
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
。

防
災
講
座
は
近
隣
府
県
で
年
50
回

も
出
前
講
座
を
行
う
ほ
ど
の
人
気
だ
。

「
講
座
で
は
、
常
に
個
人
の
『
備
え
と
構

え
』
が
大
切
だ
と
訴
え
て
い
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
の
命
を
守
る
こ
と
が
減
災
に
つ
な

が
る
ん
で
す
」

で
も
、
そ
の
た
め
の
会
議
と
か
堅
い
こ

と
は
苦
手
な
太
田
さ
ん
。
ア
ド
リ
ブ
や
、

臨
機
応
変
な
活
動
を
し
て
い
る
。

「
漫
才
も
そ
う
だ
け
ど
、
新
し
い
ア
イ

デ
ア
を
思
い
つ
い
た
ら
そ
の
場
で
や
っ
て
、

だ
め
な
ら
変
え
る
。
災
害
の
現
場
も
、
予

想
が
で
き
な
い
も
の
で
す
か
ら
ね
。
い
つ

も
、
す
ば
や
い
応
用
力
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
は
格
好
の
訓
練
の
場
で
す
」

太
田
さ
ん
た
ち
の
活
動
は
、
今
後
も
多

く
の
人
々
を
楽
し
ま
せ
、
防
災
を
考
え
る

き
っ
か
け
を
与
え
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

第4回

たかしま災害支援ボランティアネットワーク「なまず」

太田直子さん

なまず音頭で

キュッ♪、キュッ♪、

キュッ♪
防災漫才、なまず音頭など、

楽しいアイデアで
防災を広めてきた
防災リーダーが、
いま考えることは

「
平

おおた・なおこ●日本体育大学を卒業後、高校・中
学教師を経て社会福祉協議会のボランティアコーディ
ネーター。平成 13年、新旭災害支援ボランティア「な
まず」を結成、平成17年、地域合併で名前を改めた。
たかしま災害支援ボランティアネットワーク「なまず」
（http://www.takashima-namazu.net/）代表。団体とし
て平成21年防災功労者内閣総理大臣表彰受賞。

大型ロール紙芝居を演じる女性たち

い
て
震
災
の
講
演
会
を
開
催
。
集
ま
っ
て

き
た
人
た
ち
に
呼
び
か
け
て
、
30
名
ほ
ど
で

防
災
を
広
め
る
た
め
の
活
動
を
始
め
た
。



パ
ー
ル
の
災
害
と
い
う
と
、
た
び
た

び
報
じ
ら
れ
る
「
温
暖
化
に
よ
る

氷
河
湖
の
決
壊
と
洪
水
」
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
ネ

パ
ー
ル
は
モ
ン
ス
ー
ン
の
影
響
を
強
く
受

け
る
の
で
、
雨
期
の
降
雨
量
が
非
常
に
多

く
、
毎
年
、
大
雨
に
よ
る
洪
水
や
地
す
べ

り
被
害
が
多
数
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め（
独
）
土
木
研
究
所
水
災
害
・

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
国
際
セ
ン
タ
ー

（
I
C
H
A
R
M
）
は
、
ネ
パ
ー
ル
開
発
研

究
所
（
N
D
R
I
）の
協
力
で
、
洪
水
被
害

軽
減
に
向
け
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
能

力
向
上
を
目
的
と
し
た
地
域
住
民
に
よ
る

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
支
援
を
行
い

ま
し
た
。

対
象
は
ネ
パ
ー
ル
西
部
の
バ
ン
ケ
地
区

で
す
。
こ
の
地
域
で
は
、
西
ラ
プ
テ
ィ
川
の

氾
濫
で
頻
繁
に
洪
水
被
害
が
発
生
し
ま

す
。
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
破
堤
、
氾
濫

な
ど
の
浸
水
情
報
と
避
難
に
関
す
る
情
報

を
わ
か
り
や
す
く
提
供
す
る
も
の
で
、
開
発

途
上
国
の
洪
水
管
理
の
ソ
フ
ト
的
対
策
と

し
て
有
効
で
、
普
及
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
作
成
さ
れ
る
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
多
く
は
、
洪
水
氾
濫
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
結
果
に
基
づ
い
て
浸
水
深
や
避
難

場
所
・
経
路
な
ど
を
表
示
す
る
も
の
で
、

主
に
市
区
町
村
が
作
成
・
公
表
を
行
い
ま

す
。
し
か
し
、
今
回
バ
ン
ケ
地
区
コ
ハ
ラ

で
作
成
し
た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
地

域
住
民
に
働
き
か
け
、
彼
ら
が
主
体
と

な
っ
て
作
成
し

ま
し
た
。
洪
水

は
、
細
か
い
地

形
の
特
徴
や
排

水
施
設
な
ど
の

影
響
を
強
く
受

け
る
の
で
、
地

域
住
民
の
経
験
・

知
識
を
ふ
ま
え

た
作
成
が
重
要

と
考
え
た
た
め

で
す
。

最
初
に
作
成

の
目
的
を
住
民

た
ち
と
共
有
・

確
認
し
た
後
、
彼
ら
と
村
を
歩
き
、
細
か

い
水
路
や
水
が
溜
ま
り
や
す
い
場
所
な
ど

の
危
険
箇
所
を
抽
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、

住
民
た
ち
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
家
屋

浸
水
、
洪
水
発
生
時
の
集
落
孤
立
・
疫
病

発
生
・
食
料
不
足
、
蛇
の
出
没
な
ど
が
ど

の
地
域
で
発
生
し
や
す
い
か
、
ど
ん
な
人

が
被
害
を
受
け
る
か
な
ど
の
情
報
収
集
を

行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
に
基
づ

い
て
危
険
地
域
・
避
難
経
路
・
避
難
場
所

の
情
報
を
盛
り
込
み
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
こ
の
地
区
と
ネ
パ
ー
ル
の
首
都

カ
ト
マ
ン
ズ
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
洪
水
管
理
に
お
け
る
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
成
の
重
要
性
を
述
べ
、
作
成
し

た
マ
ッ
プ
を
紹
介
し
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
よ
う
な
取
組
が
ネ
パ
ー
ル

で
広
く
自
主
的
に
行
わ
れ
、
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
が
洪
水
対
策
の
一
つ
と

し
て
正
式
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。

第4回

洪水ハザードマップ

ネパールの水害を

ハザードマップで

軽減する
水災害・リスクマネジメント

国際センターは、
多くの国々に

洪水ハザードマップの
作成を広げます。

ネ

猪股広典（いのまた・ひろのり）●
2004 年4月～ 2006年2月（独）土木
研究所水理水文チーム研究員、
2006 年 3 月～（独）土木研究所水
災害リスクマネジメント国際セン
ター水文チーム研究員

洪水ハザードマップを作成する住民たち

作成した洪水ハザード
マップ



10
月
8
日
、
台
風
第
18
号
が
2
年
ぶ
り

に
上
陸
し
、
日
本
列
島
を
縦
断
し
た
。
こ

の
台
風
で
は
死
者
行
方
不
明
者
5
名
（
10

月
28
日
現
在
、
内
閣
府
）、
各
地
で
暴
風

に
よ
り
農
作
物
に
被
害
が
出
た
ほ
か
、
高

潮
も
観
測
さ
れ
た
。
さ
ら
に
首
都
圏
で
は

主
要
な
J
R
在
来
線
が
半
日
に
わ
た
っ
て

運
休
、
竜
巻
に
よ
っ
て
家
屋
な
ど
に
も
被

害
が
出
た
。

台
風
第
18
号
は
、
久
し
ぶ
り
に
上
陸
の

可
能
性
が
あ
る
台
風
で
あ
る
と
と
も
に
、

そ
の
勢
力
と
コ
ー
ス
か
ら
、
伊
勢
湾
台
風

の
再
来
と
し
て
高
い

注
目
を
集
め
た
。
上

陸
2
日
前
、
台
風
は

本
州
か
ら
千
キ
ロ
以

上
も
離
れ
た
沖
縄
・

南
大
東
島
の
南
海
上
を
北
上
し
て
い
た

が
、
テ
レ
ビ
欄
に
は
、「
猛
烈
台
風
北
上
中
、

伊
勢
湾
台
風
並
み
の
勢
力
」
と
の
文
字
が

踊
っ
た
。

ま
だ
日
本
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
た
時
点

で
、
こ
れ
だ
け
注
目
さ
れ
た
理
由
の
ひ
と

つ
に
、
気
象
庁
が
行
っ
た
「
こ
れ
ま
で
よ

り
早
い
解
説
」
が
あ
る
。

気
象
庁
担
当
に
な
っ
て
ま
だ
1
年
、
こ

れ
ま
で
の
台
風
取
材
で
は
現
場
に
出
る
こ

と
が
多
く
、
接
近
か
ら
上
陸
通
過
ま
で
全

体
を
通
じ
て
見
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た

が
、
今
回
は
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
気
象

庁
の
姿
勢
を
感
じ
た
。
今
ま
で
気
象
庁
の

台
風
解
説
と
い
え
ば
、
気
象
事
象
に
つ
い

て
の
予
測
や
解
説
を
す
る
も
の
だ
と
思
っ

て
い
た
か
ら
だ
。
そ
ん
な
な
か
、
上
陸
2

日
前
の
記
者
発
表
で
、
気
象
庁
予
報
課
の

主
任
予
報
官
は
、
特
に
防
災
面
に
力
点
を

置
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

「
台
風
上
陸
ま
で
ま
だ
時
間
的
余
裕
が

あ
る
の
で
、
明
日
の
日
中
の
う
ち
に
身
の

回
り
の
準
備
を
」

「
風
雨
が
激
し
く
な
っ
た
後
の
避
難
行

動
は
、
困
難
を
伴
い
ま
す
」

24
時
間
以
内
に
予
想
さ
れ
る
各
地
域
の

雨
量
や
風
、
波
の
情
報
だ
け
で
は
な
く
、

具
体
的
な
防
災
対
応
や
行
動
へ
の
踏
み
込

ん
だ
説
明
が
あ
っ
た
こ
と
に
は
驚
い
た
。

気
象
庁
長
官
も
、
定
例
記
者
会
見
で
、
台

風
第
18
号
に
関
し
て
は
、「
予
報
の
現
場

の
好
判
断
で
、（
防
災
に
重
点
を
置
い
た

情
報
提
供
が
）
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
で
き

た
の
で
は
な
い
か
」
と
話
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
防
災
行
動
を
呼
び
か
け
た
背

景
に
は
、
7
月
の
兵
庫
県
佐
用
町
で
の
豪

雨
被
害
で
の
教
訓
も
あ
っ
た
と
い
う
。
台

風
第
9
号
に
伴
う
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ

た
佐
用
町
で
は
、
避
難
途
中
の
住
民
が
深

夜
の
暗
闇
と
激
し
い
雨
の
な
か
、
濁
流
に

流
さ
れ
死
亡
し
た
。

最
終
的
な
避
難
勧
告
や
避
難
行
動
を
指

示
す
る
権
限
は
、
各
自
治
体
の
長
に
あ
る

わ
け
だ
が
、
気
象
台
の
出
す
気
象
予
測
を

分
析
し
て
的
確
に
判
断
す
る
の
は
、
緊
急

時
に
は
、
か
な
り
高
度
な
技
術
も
必
要
で

あ
り
難
し
い
。
台
風
情
報
に
も
警
戒
す
べ

き
事
項
と
し
て
明
記
さ
れ
る
が
、
よ
り
一

層
踏
み
込
ん
だ
情
報
提
供
に
は
、
今
後
も

期
待
し
た
い
。

伊
勢
湾
台
風
か
ら
今
年
で
ち
ょ
う
ど
50

年
。
気
象
レ
ー
ダ
ー
や
気
象
衛
星
の
普
及

に
よ
っ
て
、
台
風
に
対
す
る
予
報
は
飛
躍

的
に
向
上
し
た
。
ま
た
ハ
ー
ド
面
で
は
、

大
規
模
河
川
の
堤
防
整
備
、
護
岸
整
備
と

い
っ
た
対
策
に
よ
っ
て
、
数
千
人
規
模
の

死
者
が
出
る
台
風
災
害
は
減
少
し
た
。
一

方
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、
今
後
、
よ

り
強
力
な
勢
力
の
台
風
が
接
近
す
る
と
分

析
す
る
専
門
家
も
い
る
な
ど
、
新
た
な
台

風
災
害
に
脅
か
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

局
地
的
豪
雨
や
集
中
豪
雨
と
違
い
、
台

風
で
は
、
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
5
日
先
予

報
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
時
間
的
な
猶

予
も
あ
り
、
事
前
に
防
災
情
報
を
発
表
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
行
政
に
よ
る
、

こ
う
し
た
減
災
の
た
め
の
取
組
を
う
ま
く

活
用
し
つ
つ
、
テ
レ
ビ
報
道
を
見
る
人
の

生
命
を
守
る
立
場
と
し
て
、
さ
ら
に
気
象
・

災
害
報
道
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
。

台風報道と防災の

新たな時代

日本テレビ報道局社会部

中濱 弘道
なかはま　ひろみち●平成14年4月日本
テレビ関連制作会社入社。スポーツニュー
ス番組制作などを経て、平成19年4月か
ら報道局社会部遊軍、平成21年1月から
気象庁記者クラブ勤務。気象・災害担当

防　災
ちょっとクイズ





内閣府（防災担当）
Cabinet Office, Goverment of Japan

Active Woman

根本美緒
［気象予報士・アナウンサー］

http://www.vol-week.go.jp/
本週間と、その前後に開催される「防災」と「ボランティア」に関する取組を掲載しています。

『防災とボランティアのつどい』を開催します。

『共助』（地域の防災活動や防災ボランティア活動など）に取組む方々の間で、全国各地の多様な取組を共有し、
今後のより効果的な活動の展開につなげていくことを目的としています。

日　時：平成 22年1月24日（日）
場　所：東京都千代田区一ツ橋 2-6-2　日本教育会館

実施内容

目  的

災害時におけるボランティア活動および自主的
な防災活動についての認識を深めるとともに、災害
への備えの充実強化を図ることとされています。

災害時におけるボランティア活動および自主的な
防災活動の普及のための講演会、講習会、展示会な
どの行事が、地方公共団体その他関係団体の緊密な
協力を得て、全国的に実施されます。

「防災とボランティア週間」
1月15日～21日

「防災とボランティアの日」
1月17日

平成7年12月15日　閣議了解


